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日常を描くのが好き。気にも留めない日常
に、いろんな発見がある。映像だとずっ
と同じシーンが続くけど、文字で丁寧に

紡いでいくと、いろんなものが表れる。日常と文章は
相性がいい。
　日常を描く上で、丁寧さを大切にしている。つぶさ
なことを見逃してしまうと、平坦になるから、細かす
ぎるくらい細かいことも書く。登場人物の心の動きも、
想像と重ねて綴る。それが読者に「わかるわかる！」
と言っていただける理由の一つと思っている。
　昨秋上梓した『手のひらの京

みやこ

』は、生まれ育った
京都そして家族を描いた初めての作品。京都を離
れた今、京都の風景・風情をもっとみんなに知ってほ
しいと思い、普段自分が話している京都弁で綴り、
京都に住んでいたときの気持ちを追いながら書き上
げた。「わかるわ〜」と言ってくださる関西の方、「京
都に行きたくなった！」という声も多く、とても嬉しい。
　プロットを練ってから書き始めるタイプではなく、編
み物的というか、ちょっとずつ先が見えていくような書
き方をしてるので、思いがけない展開に自分で驚くこ
ともあれば、「あ、話が止まった…」と愕然とすること
も。いい感じで書けていたのに、ふいに行き詰まって
しまい、破棄したこともある。
　それだけに、ラストが見えてくると、ちょっと焦って、
「もうすぐ終わる、急いで書かな！」とサーッと書き上
げたくなる。もう少し辛抱強く、急ぐ気持ちをぐっと堪
えて落ち着いて、話を閉じられるようになりたい。
　1年半前に長男を出産し、「人の命はこうやって紡
がれてきたのか」とただただ思う。子供は私のライフ
スタイルを変えた。健康優先、食べ物にも気をつけ
るように、そして仕事の仕方も変わったように思う。こ
の経験はいずれまた。リアルタイムで書くのは難しい
から、タイミングを待とうかなと。

日常と文章は
相性がいい
綿矢りさ 小説家

Risa Wataya
わたや　りさ　1984年京都市生まれ。高校在学中『インストール』で文藝賞を当
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東
日
本
大
震
災
以
降
、

原
子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
が
続
い
て
い
た
が
、

よ
う
や
く
関
西
電
力 

高
浜
３
・
４
号
機
が
運
転
を
再
開
、

大
飯
３
・
４
号
機
の
再
稼
動
も
見
え
て
き
た
。

事
故
か
ら
６
年
が
経
ち
、

今
改
め
て
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
考
え
た

原
子
力
発
電
を

再
考
す
る

鼎
談

基
軸
を

探
る

秋
元
圭
吾 

地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構 

主
席
研
究
員

村
上
朋
子 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所 

研
究
主
幹

石
川
和
男 

政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
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原
子
力
を
め
ぐ
る
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

Ｃ
Ｏ
２

排
出
・
電
気
料
金
・
安
全
保
障
面
か
ら
も

再
稼
動
の
加
速
が
急
務
だ

石
川　

本
日
の
テ
ー
マ
は「
原
子
力
発
電
を
再
考
す
る
」。
ま
ず
現
状
、

秋
元
さ
ん
の
現
状
認
識
と
着
眼
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

秋
元　

現
在
、
再
稼
動
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
な
か
、
発
電
に
よ
る

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
が
増
え
、
電
気
料
金
も
上
が
っ
た
ま
ま
。
加
え
て
、

今
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
安
全
保
障
面
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
た

ま
ま
で
す
。

　

電
気
料
金
が
高
止
ま
り
す
る
状
況
が
続
く
と
、
特
に
製
造
業
の
競

争
力
が
失
わ
れ
る
。
電
気
料
金
を
下
げ
る
に
は
原
子
力
再
稼
動
が
寄

与
す
る
が
、
規
制
委
員
会
の
審
査
や
裁
判
の
問
題
等
が
あ
り
再
稼
動

は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

　

も
う
少
し
長
期
で
見
る
と
、
パ
リ
協
定＊

に
基
づ
き
設
定
し
た
日
本

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
や
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し

に
も
影
響
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
昨
秋
、
２
０
２
０
年
以
降
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
枠
組
み
と
目
標
設
定
を
求
め
た
パ
リ
協
定
が
発

効
し
、
ま
た
日
本
政
府
は
、
30
年
に
13
年
度
比
26
％
削
減
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
２
０
１
５
年
７
月
に
決
定
さ
れ
た
長

期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
と
裏
表
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
長
期
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
で
は
原
子
力
が
発
電
電
力
量
に
占
め
る
比
率

は
20
〜
22
％
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
達
成
し
な
け
れ
ば
、
温
室

効
果
ガ
ス
26
％
削
減
目
標
の
達
成
は
現
実
的
に
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
長
期
的
観
点
で
は
、
パ
リ
協
定
は
、
産
業
革
命
以
前
比
で

気
温
上
昇
を
２
℃
以
内
に
抑
え
る
目
標
や
、
21
世
紀
末
に
は
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
も
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
目
標
達
成
に
は

原
子
力
の
役
割
が
か
な
り
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
拡
大
は
必
要
だ
が
、
再
エ
ネ
だ
け
で
Ｃ
Ｏ

２

の
ゼ
ロ
目
標
は
達

成
で
き
ず
、
だ
か
ら
こ
そ
原
子
力
を
長
期
的
に
ど
う
し
て
い
く
か
と

い
う
議
論
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
だ
時
間
が
あ
る
と
思
っ
て
も
、
原
子

力
は
、
新
増
設
等
を
考
え
る
と
か
な
り
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
必
要
。

早
く
議
論
し
な
け
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ

２

は
長
期
的
に
減
っ
て
い
か
な
い
。

し
っ
か
り
原
子
力
政
策
を
考
え
、
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

石
川　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
１
２
７
年
前
か
ら
Ｃ
Ｏ

２

濃
度
を
観
測

し
て
い
る
が
、
最
も
高
か
っ
た
の
が
16
年
で
、
次
は
17
年
。
た
だ
、

Ｃ
Ｏ

２

削
減
の
た
め
に
原
子
力
と
い
っ
て
も
、
日
本
で
は
国
民
に
あ

ま
り
響
か
な
い
。
料
金
な
ら
す
ご
く
響
く
で
し
ょ
う
が
。

秋
元　

確
か
に
そ
う
で
す
が
、
Ｃ
Ｏ

２

濃
度
は
高
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
世
界
平
均
気
温
も
、
14
年
、
15
年
、
16
年
と
最
高
を
記
録
し
続

け
て
い
ま
す
。
政
策
的
に
は
Ｃ
Ｏ

２

削
減
の
方
向
に
誘
導
し
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
の
際
、
原
子
力
は
無
視
で
き
な
い
手
段
で
す
。
英
国

な
ど
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
が
起
こ
っ
て
も
、
Ｃ
Ｏ

２

削
減
は
重
要
だ
と

い
う
認
識
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
原
子
力
に
関
し
て
も
、
温
暖
化
対

策
に
原
子
力
は
不
可
欠
だ
と
判
断
し
、
Ｆ
ｉ
Ｔ
Ｃ
ｆ
Ｄ＊

な
ど
の
し
く

み
を
導
入
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
原
子
力
利
用
の
出
発
点
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

石
川　

Ｅ
Ｕ
28
カ
国
の
電
源
構
成
は
、
国
別
で
は
異
な
り
ま
す
が
、

全
体
で
は
２
０
１
０
年
、
つ
ま
り
震
災
前
の
日
本
に
近
い
。
ま
た
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ＊

の
統
計
で
、
欧
州
と
、
米
州

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
南

米
も
加
え
た
米
州
と
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
、
こ
の
３
地
域
で
見

る
と
、
欧
州
の
原
子
力
率
が
最
も
高
い
。
米
州
は
意
外
と
低
く
、
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
は
さ
ら
に
低
く
、
化
石
燃
料
の
比
率
が
高
ま
る
。

　

で
は
、
ア
ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
日
本
が
、
な
ぜ
原
子
力
を
導
入
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

村
上　

日
本
の
原
子
力
利
用
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
は
、
太
平
洋
戦
争
の
反
省
、

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
原
油
の
輸
入
を
止
め
ら
れ
た
日
本
政
府

は
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
が
維
持
で
き
な
い
と
い
う
窮
地
に
陥
り
、
開

戦
そ
し
て
敗
戦
に
至
っ
た
、
そ
の
反
省
か
ら
で
す
。　

　

日
本
が
導
入
を
決
め
た
当
時
、
原
子
力
は
、
実
用
化
さ
れ
た
ば
か

り
の
技
術
で
し
た
。
地
球
温
暖
化
問
題
も
な
く
、
最
も
安
い
電
源
は

水
力
で
、
石
炭
も
日
本
国
内
に
豊
富
に
あ
る
な
か
、
な
ぜ
、
ア
ジ
ア

で
先
駆
け
、
導
入
に
踏
み
切
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
今
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画＊

で
掲
げ
る
３
Ｅ＊

の
う
ち
、
環
境
性
と
経
済
性
で
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
が
大
き
い
。
つ
ま
り
、
原
子
力
の
出

発
点
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
安
全
保
障
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

石
川　

原
子
力
導
入
当
初
は
、
や
っ
ぱ
り
安
全
保
障
、
自
給
率
。
原

子
力
は
少
量
で
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

た
め
「
準
国
産
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全
保
障
の
観

点
で
は
、
今
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
は
停
電
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
仮
に
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
電
力
会
社
が
あ
っ
と
い
う

間
に
復
旧
さ
せ
る
。
大
地
震
が
起
き
て
も
ガ
ス
や
水
道
に
比
べ
は
る

か
に
速
く
復
旧
す
る
。
そ
の
結
果
、
高
度
成
長
期
以
降
、
停
電
で
生

活
を
脅
か
さ
れ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
安
全
保
障
と
い
う
大
事

な
観
点
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。

パ
リ
協
定

２
０
２
０
年
以
降
の
新
た
な
温

暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み
。
世

界
的
な
平
均
気
温
上
昇
を
産

業
革
命
以
前
に
比
べ
て
２
℃

よ
り
十
分
低
く
保
つ
と
と
も

に
、１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を

追
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

日
本
は
30
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
13
年
度
比
26
％
削
減
す

る
目
標
を
掲
げ
た
。
15
年
12
月

に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
採
択
、
16
年
11

月
発
効
。

Ｆ
ｉ
Ｔ
Ｃ
ｆ
Ｄ

（Feed in T
ariff Contract 

for D
ifference

）

差
額
決
済
契
約
付
固
定
価
格
制

度
。
原
子
力
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
炭
素
回
収
・

貯
留
）の
促
進
策
と
し
て
、発
電

事
業
者
と
政
府
組
織
の
間
で
締

結
す
る
差
額
決
済
契
約
。
政
府

が
決
定
す
る
基
準
価
格
（
廃
炉

費
用
や
使
用
済
燃
料
処
分
費
用

も
含
め
た
原
子
力
の
コ
ス
ト
回

収
の
た
め
の
価
格
）
と
市
場
価

格
の
差
が
補
助
額
と
さ
れ
、
市

場
価
格
が
基
準
価
格
を
下
回
る

場
合
、
発
電
事
業
者
が
差
額
を

受
け
取
る
。
投
資
の
安
定
性
を

確
保
す
る
も
の
。

2016年11月モロッコで開かれた「パリ協定第1回締約国会合（CMA1）」 ©Xinhua/Avalon/PPS
総合資源エネルギー調査会原子力小委員会の資料をもとに作成

CfDのイメージ
事業者が支払う

差額を補填

基準価格
（Strike Price）

市場価格
（Reference Price）

〈CfDのイメージ〉
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安
全
性
向
上
が
全
て
で
は
な
い

原
子
力
の
現
状

石
川　

先
頃
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
天
然

ガ
ス
も
石
油
も
石
炭
も
豊
富
だ
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

と
い
う
観
点
で
原
子
力
を
必
要
だ
と
言
う
人
は
い
な
い
。
一
方
で
、

こ
の
10
年
間
、
原
子
力
は
電
源
比
率
の
２
割
を
維
持
し
て
い
る
。

村
上　

Ｄ
Ｏ
Ｅ＊

は
、
長
期
見
通
し
で
も
２
割
の
比
率
は
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
今
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
化
さ
れ
た
州
で

は
、
既
設
の
原
子
力
発
電
所
が
競
争
力
を
失
っ
て
閉
鎖
さ
れ
、
新
設

も
進
ん
で
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
来
も
２
割
と
見
通
し
て

い
る
の
は
、
原
子
力
は
50
年
前
か
ら
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
引
き
続

き
同
程
度
は
担
う
だ
ろ
う
と
い
う
程
度
の
認
識
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
、
原
子
力
よ
り
も
、
石
油
や
ガ
ス
、
石

炭
。
最
近
は
再
エ
ネ
の
比
率
も
伸
び
て
き
て
お
り
、
原
子
力
の
優
先

度
は
か
な
り
低
い
。

石
川　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
な
ぜ
２
割
を
保
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

稼
働
率
が
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
昨
年
の
稼
働
率
は
、
史
上
最

高
の
92
％
。
最
近
は
稼
働
期
間
を
80
年
ま
で
延
ば
す
話
も
出
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
Ｎ
Ｒ
Ｃ＊

の
人
に
訊
く
と
、「
別
に
安
全
だ
っ
た
ら
延

長
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
」
と
。

秋
元　

米
国
ら
し
く
経
済
合
理
的
な
ん
で
す
ね
。

石
川　

合
理
的
。
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
は
、
頻
繁
に
保
守
管
理
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
40
年
経
と
う
が
60
年
経
と
う
が
、
新
品
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
60
年
認
可
炉
が
既
に
７
割
８
割
、
80
年
申
請
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
準
を
多
少
厳
し
く
し
、
審
査
も
入
念
だ
が
、
80

年
と
い
う
数
字
に
ア
レ
ル
ギ
ー
は
な
い
。

　

日
本
み
た
い
に
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
40
年
だ
の
60
年
だ
の
、
年
数

に
は
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。

村
上　

構
造
物
の
寿
命
は
、
機
械
的
な
評
価
、
つ
ま
り
機
器
の
健
全

性
や
劣
化
状
況
を
評
価
す
る
も
の
。
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
デ

ー
タ
、
熱
応
力
、
ど
う
い
っ
た
環
境
に
置
か
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う

な
材
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
う
い
う
デ
ー
タ
で
評
価
す
る
。

年
数
に
は
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。　

石
川　

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
、
40
年
は
原
子
炉
の
寿
命
、
定
期
検

査
周
期
も
安
全
の
た
め
に
守
る
べ
き
周
期
だ
と
言
わ
れ
る
。
寿
命
と

定
期
検
査
周
期
で
若
干
違
い
ま
す
が
、
定
期
検
査
の
場
合
、
原
子
力

は
13
カ
月
周
期
だ
が
、
安
全
だ
か
ら
、
諸
外
国
の
よ
う
に
18
カ
月
と

か
24
カ
月
に
延
ば
す
と
、
検
査
体
制
な
ど
い
ろ
ん
な
方
面
に
影
響
が

及
ぶ
。

　

物
事
を
決
め
る
と
き
の
基
準
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の

力
学
が
働
い
た
結
果
、
現
状
が
あ
る
こ
と
を
弁
え
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
。

根
気
強
く
問
う
べ
き
、

原
子
力
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
重
要
性

石
川　

と
こ
ろ
で
村
上
さ
ん
、
国
の
安
全
規
制
な
ど
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。

村
上　

事
故
以
降
、
42
基
の
稼
働
で
き
る
発
電
所
の
う
ち
、
再
稼
動

は
高
浜
４
号
と
３
号
を
含
め
て
も
僅
か
５
基
。
私
が
思
う
に
、
安
全

性
向
上
に
あ
ま
り
関
係
の
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
、
本
質
で
は
な
い
と

こ
ろ
も
審
査
に
は
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
全
て
に
事
業
者
は
対
応

し
て
し
ま
っ
た
。
政
府
は
、
２
０
３
０
年
の
電
源
比
率
で
、
原
子
力

20
〜
22
％
が
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
３
Ｅ
を
考
え
た
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
の
解
で
あ
る
と
示
し
ま
し
た
が
、
今
な
お
再
稼
動
は
た

っ
た
５
基
。
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
も
増
え
、
化
石
燃
料
の
輸
入
が
１
・
４

倍
ほ
ど
増
え
て
国
富
流
出
騒
ぎ
で
す
。

石
川　

原
子
力
に
つ
い
て
行
政
の
失
敗
は
全
部
停
め
た
こ
と
で
す
。

安
全
規
制
の
ル
ー
ル
を
変
え
た
と
き
、
通
常
、
諸
外
国
で
は
猶
予
期

間
を
置
い
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト＊

な
ん
て
こ
と
は
や
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
日
本
は
そ
れ
を
や
っ
た
。

　

私
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
、
火
力
と
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

部
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
時
に
起
き
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
タ
ン
ク
の

事
故
を
受
け
、
耐
震
基
準
も
含
め
規
制
を
見
直
し
、
非
常
に
厳
し
い

も
の
に
し
ま
し
た
。
但
し
、
施
行
は
、
震
災
が
起
き
て
か
ら
２
年
後

の
97
年
４
月
１
日
、
か
つ
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
の
で
、

猶
予
期
間
を
置
い
た
。
一
方
で
、
原
子
力
は
、
新
規
制
基
準
に
適
合

し
な
い
限
り
動
か
さ
な
い
と
し
た
こ
と
が
政
策
上
の
大
き
な
ミ
ス
で

す
。

村
上　

日
本
国
民
が
、
原
子
力
は
な
く
て
も
い
い
と
判
断
し
た
こ
と

を
、
政
治
家
が
敏
感
に
嗅
ぎ
取
っ
て
、
原
子
力
を
全
て
停
め
る
判
断

を
し
ま
し
た
。
仮
に
石
油
で
あ
れ
ば
そ
ん
な
判
断
は
し
な
い
。
日
本

の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
半
分
を
占
め
る
石
油
が
な
く
な
っ
た
ら

ど
う
な
る
か
。
し
か
し
、
原
子
力
は
震
災
前
で
約
10
％
、
原
子
力
が

な
く
て
も
困
ら
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
の
で
し
ょ
う
。

秋
元　

本
当
に
深
く
理
解
し
た
上
で
国
民
が
原
子
力
を
要
ら
な
い
と

思
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
判
断
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
多
く

の
国
民
が
原
子
力
が
な
い
こ
と
に
よ
る
影
響
を
正
し
く
理
解
す
る
の

は
難
し
い
。

　

原
子
力
の
議
論
を
す
る
と
、
危
険
な
原
子
力
を
子
や
孫
の
世
代
に

残
す
の
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
む
し
ろ
雇
用
悪
化
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
面
で
の
リ
ス
ク
を
子
や
孫
に
残
す
こ
と
が
懸
念
で
す
。

時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
は
専
門
家
と
し
て
、
何
が

起
こ
り
得
る
か
、
そ
れ
で
い
い
の
か
、
根
気
よ
く
問
い
続
け
る
べ
き

石川　和男　　いしかわ　かずお
政策アナリスト；特定非営利活動法人
社会保障経済研究所理事長
1965年福岡県生まれ。東京大学工学部
卒。通産省入省、資源エネルギー庁（石
炭政策、電力・ガス事業政策、新エネ
ルギー・再生可能エネルギー発電政策）、
生活産業局、産業政策局（物流・流通
政策）、中小企業庁（中小企業金融政
策、下請企業政策、官公需政策）、商務
情報政策局（産業金融政策、消費者信用
政策、割賦販売政策）等歴任。07年退
官。内閣府・規制改革会議専門委員（～
2010年3月）、内閣府・行政刷新会議「規
制・制度改革に関する分科会 グリーン
イノベーションWG」委員など歴任。著
書『原発の正しい「やめさせ方」』『脱藩
官僚、霞ヶ関に宣戦布告！』『日本版サ
ブプライム危機 住宅ローン破綻から始
まる「過重債務」』など。ダイヤモンド
オンライン「霞が関政策総研」連載。
http://blog.livedoor.jp/kasumigaseki_
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Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（O
rganisation for

Econom
ic Co-operation

and D
evelopm

ent

）

経
済
協
力
開
発
機
構
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
関
す
る
施

策
の
長
期
的
・
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
策

定
さ
れ
る
計
画
。
14
年
４
月
閣

議
決
定
さ
れ
た
第
４
次
計
画
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
的

視
点
と
し
て
３
Ｅ
＋
Ｓ（
次
項
）

が
明
記
さ
れ
、
同
計
画
を
踏
ま

え
15
年
７
月
発
表
の
長
期
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
で
原
子
力

比
率
は
20
〜
22
％
と
さ
れ
た
。

３
Ｅ

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
（Ene-

rgy security

）、経
済
性（Eco-

nom
y

）、環
境
保
全（Environ-

m
ental conservation

）
の
三

つ
の
「
Ｅ
」
の
同
時
達
成
に
よ

る
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
を
追
求
す
る
考
え
方
。
福
島

第
一
事
故
を
踏
ま
え
安
全
確
保

（Safety

）
の
「
Ｓ
」
を
大
前
提

に
、
３
Ｅ
＋
Ｓ
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
基
本
的
視
点
と
さ
れ

る
。

Ｄ
Ｏ
Ｅ

（D
epartm

ent of Energy

）

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
。

Ｎ
Ｒ
Ｃ

（N
uclear Regulatory 

Com
m

ission

）

米
国
原
子
力
規
制
委
員
会
。
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東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
発
電
所
は
四
つ
あ
り
ま
し
た
。
女

川
、
１
Ｆ
、
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
（
以
下
、
２
Ｆ
）、
東
海
第
二
。

１
Ｆ
は
不
幸
に
も
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
が
、
緊
急
停
止
中
の
全
電

源
喪
失
に
よ
る
事
故
で
す
。
再
稼
動
で
原
発
が
爆
発
し
た
ら
ど
う
す

る
ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
１
Ｆ
は
稼
働
中

の
事
故
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
女
川
と
２
Ｆ
と
東
海
第
二
は
事

故
に
至
ら
ず
、
加
え
て
女
川
は
地
域
住
民
の
避
難
所
に
ま
で
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
、
１
Ｆ

の
教
訓
と
い
う
の
は
、
規
制
基
準
へ
の
反
映
と
い
う
技
術
面
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
事
故
後
の
正
し
い
情
報
提
供
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
二
人
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

秋
元　

技
術
的
対
策
を
万
全
に
行
う
こ
と
は
ま
ず
必
要
で
す
。
そ
の

上
で
、
人
間
の
リ
ス
ク
認
知
は
振
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
常
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る

と
き
は
、
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
リ
ス
ク
ゼ
ロ
だ
と
思
っ
て

し
ま
う
。
一
方
で
事
故
が
起
こ
る
と
、
極
端
に
大
き
な
リ
ス
ク
が
存

在
し
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
う
。
意
識
の
振
れ
幅
が
激
し
い
の
が
人

間
の
特
性
。
本
来
は
ゼ
ロ
で
も
１
０
０
で
も
な
い
。
ど
こ
に
問
題
が

あ
っ
て
、
ど
こ
に
問
題
が
な
い
か
、
う
ま
く
リ
ス
ク
の
切
り
分
け
し

な
い
と
い
け
な
い
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
は
原
子
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
も
、
今
は
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
増
大
し
て

い
る
可
能
性
は
大
き
い
。
温
暖
化
問
題
も
同
じ
で
、
今
す
ぐ
Ｃ
Ｏ

２

排
出
の
影
響
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
し

て
し
ま
い
が
ち
。
役
所
、
政
治
家
、
専
門
家
は
、
そ
う
い
う
潜
在
的

な
リ
ス
ク
の
蓄
積
を
認
識
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
対
策
を
打
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
私
は
１
Ｆ
の
事
故
の
最
大
の
教
訓
は
そ

こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
は
、
原
発
の
リ
ス
ク
だ
け
が
鮮
明

に
刻
ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
原
子
力
以
外
の
リ
ス
ク
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
リ
ス
ク
対
応
も
含
め
た
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
対
策
が
と
れ
ず
、
教
訓
を
生
か
せ
な
い
と
懸
念
し
て
い

ま
す
。

石
川　

確
か
に
事
故
前
は
原
子
力
の
安
全
神
話
が
あ
っ
た
。
今
は
事

故
が
１
０
０
％
起
き
る
か
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
原
子

力
に
リ
ス
ク
が
あ
る
と
は
い
え
、
火
力
に
は
Ｃ
Ｏ

２

の
リ
ス
ク
、
水

力
に
も
別
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
電
源
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ご
と
の
kWh
あ

た
り
死
亡
率
は
、
水
力
が
１
番
、
次
が
石
炭
で
す
。
以
下
、
桁
が
違

っ
て
石
油
、
天
然
ガ
ス
と
続
き
、
２
桁
ほ
ど
下
が
っ
て
太
陽
光
と
原

子
力
。
さ
ら
に
低
い
の
が
風
力
で
す
。
ど
ん
な
も
の
に
も
リ
ス
ク
は

つ
き
も
の
で
、
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
コ
ス
ト
、
そ
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
で
正
三
角
形
に
近
い
も
の
を
大
概
の
人
は
選
択
し
て
い
る
。

だ
け
ど
原
子
力
の
場
合
、「
危
な
い
」
と
い
う
リ
ス
ク
し
か
考
え
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
反
省
点
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
話
が
十
分
に
で
き
て

な
い
。
Ｔ
Ｍ
Ｉ
事
故
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
話
、

国
民
と
の
対
話
を
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
、
次
第
に
Ｔ
Ｍ
Ｉ
事
故
に

対
す
る
恐
怖
が
低
減
し
た
。
一
方
で
、
３
・
11
後
、
日
本
政
府
は
そ

う
い
う
対
応
を
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
不
安
は
低
減
し
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
も
、
今
後
も
っ
と
対
話
す
べ
き

で
あ
り
、
誰
が
何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
が
教
訓
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
村
上
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

村
上　

１
Ｆ
の
事
故
を
受
け
、
原
子
力
の
安
全
対
策
を
担
っ
て
い
た

技
術
者
た
ち
は
、
か
な
り
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
、
デ
ー
タ
解
析
上
は
炉
心
損
傷
事
象
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
起
き
る
こ
と
は
確
率
上
ゼ
ロ
で
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

し
た
。
炉
心
損
傷
に
至
る
確
率
が
最
も
大
き
い
の
が
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク＊

の
喪
失
で
、
起
き
た
ら
ど
の
程
度
の
放
射
性
物
質
が
外
に
出
て
し
ま

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
上　

２
０
１
１
年
以
前
か
ら
、
日
本

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
で
は
原
子
力

も
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
重

要
性
を
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、

訴
え
か
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

秋
元　

私
も
そ
の
危
機
意
識
は
同
じ
で
、

時
間
が
か
か
る
し
、
絶
望
的
に
も
な
り

ま
す
が
、
原
子
力
の
意
義
を
根
気
強
く

説
明
し
て
い
く
こ
と
を
や
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
原
子
力
規
制
委
員
会
の

基
準
は
、
本
質
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
非

常
に
細
か
く
指
摘
し
、
手
続
的
な
も
の

に
膨
大
な
時
間
を
か
け
て
い
る
こ
と
は

同
意
し
ま
す
。
し
か
し
徐
々
に
原
子
力
発
電
の
再
稼
動
が
進
み
、
電

気
料
金
が
再
稼
動
の
恩
恵
を
受
け
て
少
し
で
も
下
が
っ
て
く
る
と
、

国
民
に
少
し
ず
つ
実
感
は
拡
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
諦
め
る
の
は
ま
だ
早
い
。

い
ま
改
め
て
考
え
る
福
島
第 

一 

原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
は
？

リ
ス
ク
は
原
子
力
だ
け
で
は
な
い
。

他
の
潜
在
リ
ス
ク
の
拡
大
を
認
識
す
べ
き

石
川　

改
め
て
事
故
か
ら
の
学
び
を
検
証
し
た
い
。
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
（
以
下
、
１
Ｆ
）
の
事
故
の
教
訓
は
、
政
府
に
よ
る
国
民

へ
の
広
報
や
知
識
の
普
及
を
も
っ
と
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト

既
に
許
可
を
得
た
原
子
力
施
設

に
対
し
て
も
最
新
の
規
制
基
準

へ
の
適
合
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク

炉
心
を
除
熱
す
る
シ
ス
テ
ム
。

再生可能エネルギー 10％
地熱 1.0～1.1％程度

バイオマス 3.7～4.6％程度

太陽光 7.0％程度

風力 1.7％程度

水力 8.8～9.2％程度

14％ 22～24％程度

22～20％程度

27％程度

26％程度

3％程度

1％

44％

32％

9％

原子力 29％

天然ガス（LNG） 29％

石炭 25％

石油 8％

2010年度
（震災前の電源構成）

2015年度
（震災後の電源構成）

2030年度に
あるべき電源構成
（2015.7策定）

（注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合があります。
資源エネルギー庁「長期エネルギー需要見通し」（2015.7）、「長期エネルギー見通し 関連資料」（2015.7）などをもとに作成

2030年度のエネルギーミックス

安全確保を前提とした「S+3E」の同時実現

エネルギーの安定供給
（Energy security）

経済性
（Economy）

安全確保
（Safety）

環境保全
（Environmental

conservation）

3Eの
調和
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秋
元　

い
や
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
捨
て

る
べ
き
で
は
な
い
で
す
。

石
川　

そ
う
で
す
ね
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
は
二
つ
あ
る
。
高
速
炉

サ
イ
ク
ル
と
、
既
に
商
業
化
さ
れ
て
い
る
軽
水
炉
サ
イ
ク
ル
、
プ
ル

サ
ー
マ
ル＊

で
す
。
六
ケ
所
村
の
再
処
理
工
場
が
ま
だ
竣
工
し
て
な
い

の
で
全
部
自
前
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
浜
も
伊
方
も
、
軽
水

炉
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
震
災
前
か
ら
回
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
高
速
炉
に
つ
い
て
は
、
も
ん
じ
ゅ
が
失
敗
し
て
、
再
開
す

る
に
し
て
も
さ
ら
な
る
費
用
が
必
要
。
原
子
力
が
本
当
に
全
基
正
常

化
し
て
、
稼
働
率
も
高
ま
り
、
あ
る
程
度
余
裕
が
出
た
と
き
な
ら
わ

か
り
ま
す
が
、
ま
だ
４
基
５
基
し
か
動
か
ず
、
原
子
力
に
対
す
る
理

解
も
な
い
な
か
で
、
高
速
炉
ま
で
や
る
の
は
ど
う
な
の
か
。

村
上　

も
ん
じ
ゅ
で
２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
が
起
き
た
の
は
、
95

年
12
月
で
、
試
験
運
転
中
だ
っ
た
。
も
う
十
分
運
転
で
き
る
状
態
だ

っ
た
が
、
そ
れ
を
20
年
間
停
め
て
し
ま
っ
た
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
ロ
シ
ア
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
て
も
試
運
転
を
再
開
し
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
運
転
実
績
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
、
２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏

洩
で
20
年
間
停
め
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
１
兆
円
ほ
ど
つ
ぎ
込
む
こ

と
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
試
運
転
を
続
け
て
い
れ
ば
、

４
千
億
円
程
度
で
済
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。

秋
元　

も
う
少
し
原
子
力
の
状
況
が
よ
く
な
ら
な
い
と
。
資
金
も
そ

う
で
す
し
、
万
が
一
何
か
起
き
る
と
、
原
子
力
全
体
に
風
当
た
り
が

強
く
な
る
。
技
術
は
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

村
上　

仮
に
高
速
炉
開
発
を
再
開
し
た
と
し
て
、
も
ん
じ
ゅ
同
様
、

新
し
い
技
術
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
の
た
び
に
日
本

中
が
騒
ぐ
。
そ
の
た
び
に
時
間
と
お
金
が
か
か
る
、
そ
ん
な
こ
と
に

う
か
、
ど
の
程
度
の
被
ば
く
が
あ
り
得
る
か
は
計
算
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
現
実
に
な
っ
た
こ
と
は
相
当
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

自
分
た
ち
が
こ
れ
ま
で
原
子
力
の
安
全
性
向
上
の
た
め
に
努
力
し
て

き
た
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
福
島
事
故
の
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
電
力

業
界
は
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
、
自
主
的
努
力
に
よ
る
安
全
性

向
上
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム＊

や
水
素
再
結
合
装
置＊

な
ど
を
標
準
装
備
に
し
よ
う
と
主
張

し
た
一
部
の
技
術
者
た
ち
が
、
な
ぜ
も
っ
と
強
く
主
張
し
な
か
っ
た

の
か
と
、
強
く
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
見
て
い
る
か
ら
、
私
は
原
子
力
技
術
者
た
ち
が
、
教
訓
を

生
か
せ
る
事
業
環
境
を
も
っ
と
整
え
る
こ
と
が
１
Ｆ
事
故
の
教
訓
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
そ
う
い
う
環
境
が
な
い
の
な
ら
ば
、
優

秀
な
技
術
者
た
ち
は
、
事
故
の
教
訓
を
世
界
の
原
子
力
の
安
全
性
向

上
に
生
か
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

世
論
を
意
識
し
す
ぎ
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。

原
子
力
利
用
へ
の
信
念
と
本
気
度
を
示
せ

石
川　

た
だ
、
原
子
力
人
材
の
流
出
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
脅

か
し
ま
す
。
原
子
力
を
安
全
に
動
か
す
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
に
よ

る
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
。
本
来
は
政
治
家
や
官
僚
が
そ
の
リ
ス
ク

を
言
う
べ
き
で
す
が
、
ど
う
も
日
本
の
政
治
家
や
官
僚
、
マ
ス
コ
ミ
、

電
力
会
社
で
も
経
営
中
枢
の
方
は
、
世
論
を
読
も
う
と
し
過
ぎ
る
。

世
論
を
意
識
し
過
ぎ
て
、
原
子
力
に
つ
い
て
の
発
言
を
躊
躇
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

秋
元　

確
か
に
世
論
を
意
識
し
過
ぎ
で
す
ね
。
世
論
を
恐
れ
ず
、
指

導
者
が
原
子
力
の
必
要
性
と
将
来
ど
う
な
り
得
る
か
を
、
信
念
を
持

っ
て
語
れ
ば
、
国
民
も
つ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

村
上　

政
治
家
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
当
事
者
の
事
業
者
に
も
信
念

を
持
っ
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
今
の
規
制
に
つ
い
て
、
審
査
会
合
等

で
言
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
ほ
ぼ
全
て
拝
承
で
一
生
懸
命
対
応
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
政
府
、
規
制
機
関
や
裁
判
所
の
決
定
に
は
、

ど
ん
な
理
不
尽
で
あ
ろ
う
が
従
う
、
果
た
し
て
そ
れ
で
い
い
の
か
。

毅
然
と
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

原
子
力
、
今
後
の
課
題
と
方
策
は
？

高
速
炉
サ
イ
ク
ル
は
諦
め
ず
、

再
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
う

石
川　

な
か
な
か
課
題
山
積
の
状
況
で
す
が
、
今
後
の
話
に
進
め
ま

す
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
も
含
め
て
、
ど
う
で
す
か
ね
、
村
上
さ
ん
。

村
上　

そ
う
で
す
ね
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も

原
子
力
を
導
入
し
た
目
的
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
最
大
限
の
有
効

活
用
と
国
産
化
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
燃
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
技
術
を
育
て
、
実
用
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
の
は
当
然

必
要
。
そ
の
意
味
で
は
、
せ
っ
か
く
運
転
で
き
る
状
態
だ
っ
た
も
ん

じ
ゅ
を
、
む
ざ
む
ざ
廃
炉
に
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
非
常
に
も
っ
た

い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
国
の
財
産
の
無
駄
遣
い
で
す
。

　

原
子
力
自
体
が
国
民
か
ら
支
持
を
得
て
い
な
い
な
か
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
が
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
国
に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
資
格
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
育
て
て
き
た
日
本
の
高
速
炉
技
術
、
私
も
か
つ
て

高
速
炉
を
や
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
が
、
20

年
ほ
ど
前
の
時
点
で
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
だ
っ
た
日
本
の
高
速
炉

技
術
も
、
今
や
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
韓
国
に
抜
か
れ
、
中
国
に
も

イ
ン
ド
に
も
お
そ
ら
く
抜
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
や
る
気
の

あ
る
人
は
ど
ん
ど
ん
海
外
に
出
る
し
か
な
い
。

ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

格
納
容
器
内
の
圧
力
を
下
げ
る

た
め
、
原
子
炉
冷
却
系
統
に
残

留
す
る
空
気
を
排
出
す
る
シ
ス

テ
ム
。

水
素
再
結
合
装
置

水
素
と
酸
素
を
反
応
さ
せ
水
に

す
る
こ
と
で
、
格
納
容
器
内
の

水
素
濃
度
を
低
減
す
る
装
置
。

炉
心
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、

水
素
爆
発
に
よ
る
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
装
置
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル

原
子
力
発
電
所
で
使
い
終
わ
っ

た
ウ
ラ
ン
燃
料
の
約
95
％
は
燃

料
と
し
て
再
利
用
で
き
る
。
プ

ル
サ
ー
マ
ル
と
は
、
そ
の
使
い

終
わ
っ
た
燃
料
か
ら
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
取
り
出
し
、
ウ
ラ
ン
と

混
ぜ
て
新
し
い
混
合
酸
化
物
燃

料
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
）
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
既
存
の
原
子
力
発
電
所

（
軽
水
炉
）で
使
っ
て
発
電
す
る

こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
な

い
日
本
で
、
ウ
ラ
ン
資
源
を
最

大
限
有
効
活
用
し
よ
う
と
い
う

も
の
。

村上　朋子　　むらかみ　ともこ
日本エネルギー経済研究所 戦略研究
ユニット原子力グループマネジャー；
研究主幹
1967年広島県生まれ。東京大学大学院工
学系研究科原子力工学専攻修士課程修了。
慶應義塾大学経営学修士（ＭＢＡ）取得。
専攻は原子力工学、経済学。日本原子力
発電入社、新型炉開発・安全解析・廃止
措置などの業務に従事。05年日本エネル
ギー経済研究所入所。07年原子力グルー
プリーダー、のち現職。著書『激化する
国際原子力商戦』。原子力機構改革検証
委員会委員など。
https://eneken.ieej.or.jp/about/
staff/2010/murakami_tomoko.html
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特
に
原
子
力
は
初
期
投
資
が
大
き
い
が
、
40
年
60
年
と
使
え
ば
社

会
的
便
益
は
大
き
く
、
も
ち
ろ
ん
Ｃ
Ｏ

２

対
策
に
も
非
常
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
し
か
し
事
業
者
が
長
期
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
と
、
原
子
力
へ
の
投
資
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

本
来
、
原
子
力
は
コ
ス
ト
が
安
価
で
い
い
電
源
だ
と
い
う
の
は
、
総

括
原
価
の
下
で
長
期
に
亘
っ
て
投
資
回
収
の
予
見
性
が
高
か
っ
た
か

ら
。
で
も
自
由
化
す
る
と
、
長
期
の
投
資
回
収
の
予
見
性
が
低
く
な

る
た
め
、
原
子
力
に
は
投
資
が
向
か
な
く
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
非

常
に
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
自
由
化
と
脱
原
子
力
を
実
現
し
て
い
る
イ
タ
リ
ア
で
は
、

自
由
化
で
コ
ス
ト
の
安
い
ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
の
新

増
設
が
相
次
ぎ
、
ガ
ス
比
率
が
急
速
に
高
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
、
急

激
な
化
石
燃
料
価
格
の
上
昇
で
電
力
料
金
が
高
騰
。
イ
タ
リ
ア
の
産

業
、
特
に
電
力
消
費
比
率
の
高
い
製
造
業
は
競
争
力
を
失
い
、
イ
タ

リ
ア
全
体
と
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
が
電
力
料
金
は
上
が
っ
て
も
経
済
成
長
し
て
い

る
の
は
、
金
融
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
拡
大
に
よ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ

の
枠
の
中
で
高
レ
ベ
ル
な
ス
キ
ル
の
移
民
を
大
量
に
受
け
入
れ
て
サ

ー
ビ
ス
部
門
が
成
長
す
る
一
方
、
製
造
業
は
国
外
に
移
転
、
製
造
業

に
携
わ
っ
て
い
た
労
働
者
階
級
は
職
を
失
い
所
得
が
低
下
、
そ
し
て

労
働
者
階
級
の
不
満
が
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
、

電
気
料
金
も
上
が
っ
て
い
る
が
、
上
昇
分
は
家
庭
部
門
が
主
に
負
担
、

産
業
部
門
の
負
担
は
比
較
的
軽
く
し
て
い
る
。
加
え
て
相
対
的
な
ユ

ー
ロ
安
も
あ
り
製
造
業
の
競
争
力
を
維
持
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
日
本
と
は
状
況
が
異
な
り
、
今
の
よ
う
な
状
況
が
続
け

ば
、
結
局
日
本
は
イ
タ
リ
ア
の
轍
を
踏
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
が
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
成
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に

せ
ず
に
自
由
化
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
消
費
者
は
短
期
で
安
い
電
源

誰
が
挑
戦
す
る
の
か
。
日
本
で
進
め
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
川　

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
で
は
、
い
つ
危
機
が
襲
う
か
わ
か
ら

な
い
。
だ
か
ら
高
速
炉
に
つ
い
て
今
は
と
も
か
く
、
い
つ
ど
の
よ
う

な
形
で
再
開
す
る
か
可
能
性
は
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
由
化
で
原
子
力
投
資
が
進
ま
な
く
な
る
と

産
業
の
国
際
競
争
力
に
影
響
す
る

石
川　

さ
て
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
お
二
人
の
意
見
を

聞
い
て
み
た
い
。
私
自
身
は
発
送
電
分
離
に
は
反
対
で
す
。
少
な
く

と
も
発
送
電
一
貫
体
制
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
危
機
管
理
は
う
ま

く
い
っ
て
い
た
。
ま
た
規
制
料
金
の
総
括
原
価
方
式
も
批
判
さ
れ
て

ば
か
り
で
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。
自
由
化
と
発
送
電
分
離

の
な
か
で
の
今
後
の
原
子
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
見
通
し
を

伺
い
た
い
。

秋
元　

私
も
基
本
的
に
自
由
化
は
反
対
で
、
電
力
と
い
う
差
異
化
で

き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
点
や
、
同
時
同
量

と
い
う
特
性
、
公
共
性
、
弱
者
へ
の
配
慮
等
々
含
め
て
総
合
的
に
考

え
た
と
き
、
自
由
化
・
発
送
電
分
離
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
２
年
ほ
ど
で
新
製
品
が
現
れ
、

価
値
が
変
化
し
て
い
く
が
、
電
気
は
50
年
後
も
同
じ
価
値
の
商
品
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
ど
う
や
っ
て
50
年
後
も
品
質
の
高
い
電
気
を
安

定
し
て
安
く
提
供
で
き
る
か
、
長
期
的
に
考
え
て
対
策
を
取
っ
て
き

た
。
自
由
化
・
発
送
電
分
離
に
な
っ
て
、
多
様
な
会
社
が
参
入
し
安

さ
を
競
え
ば
、
投
資
側
は
短
期
で
投
資
回
収
し
た
く
な
る
。
本
来
、

電
気
は
長
期
的
に
安
定
し
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
に
、
自
由

化
に
よ
っ
て
事
業
者
の
視
点
は
短
期
化
す
る
。
本
当
に
そ
れ
が
社
会

に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
な
の
か
。

ば
か
り
に
飛
び
つ
き
、
結
果
と
し
て
変
動
性
を
高
め
、
産
業
を
悪
化

さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
。
そ
う
で
な
く
、
ど
う
や
っ
て
長
期
的
に
電

力
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
産
業
を
育
成
し
て
い
く
の
か
。
日
本
は
製

造
業
が
強
い
の
で
、
電
力
コ
ス
ト
を
抑
え
る
政
策
は
と
っ
て
い
く
べ

き
で
、
そ
の
点
で
も
原
子
力
の
役
割
が
大
き
い
。
早
く
再
稼
動
を
し

て
、
長
期
的
に
も
原
子
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
の
製
造

業
、
産
業
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
は
な
い
か
。

自
由
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
目
標
設
定
は

根
本
的
に
矛
盾
す
る

石
川　

村
上
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

村
上　

電
力
コ
ス
ト
を
し
っ
か
り
抑
え
て
日
本
の
国
際
競
争
力
を
維

持
す
る
観
点
か
ら
も
、
や
は
り
電
気
事
業
者
に
は
理
不
尽
な
過
剰
規

制
に
対
し
毅
然
と
対
応
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
自
由
化
に
つ
い
て

も
、
腑
に
落
ち
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
Ｃ
Ｏ

２

対
策
で
、
２
０
３
０

年
の
目
標
と
し
て
、
原
子
力
20
〜
22
％
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
22

〜
24
％
、
石
油
・
ガ
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
数
値
が
決
め
ら
れ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
う
い
う
目
標
設
定
と
自
由
化
は
根
本
的
に
矛
盾
し
て
い
る
。

　

自
由
競
争
だ
と
、
当
然
な
が
ら
市
場
原
理
と
し
て
は
、
安
い
電
源

を
調
達
し
て
、
安
い
値
段
で
売
る
と
い
う
こ
と
で
、
必
然
的
に
最
も

安
い
電
源
が
選
ば
れ
る
。
自
由
化
を
推
進
し
て
い
る
国
が
、
将
来
的

な
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
言
う
の
は
、
荒
唐
無
稽
。
何
と
か
無
理
や
り

両
方
達
成
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
再
エ
ネ
に
賦
課
金＊

を
、
と
い
う
話

に
な
る
。

　

自
由
化
す
る
な
ら
ば
っ
さ
り
割
り
切
っ
て
、
市
民
に
そ
の
と
き
そ

の
と
き
の
最
も
安
い
電
気
を
届
け
る
こ
と
を
最
優
先
す
る
。
あ
る
い

は
長
期
的
に
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
考
え
て
、
が
ち
っ
と
何

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

促
進
賦
課
金

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
は
、

再
エ
ネ
（
太
陽
光
・
風
力
・
地

熱
・
中
小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
）
で
発
電
し
た
電
気
を
、

全
て
の
小
売
電
気
事
業
者
が
一

定
期
間
・
固
定
価
格
で
買
い
取

る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度
。

小
売
電
気
事
業
者
が
買
い
取
る

費
用
を
、
電
気
の
利
用
者
全
員

か
ら
賦
課
金
と
い
う
形
で
集
め
、

今
は
ま
だ
コ
ス
ト
の
高
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
支

え
て
い
る
。
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議
題
に
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
新
規
制
基
準
に
よ
る
安
全
対
策

費
が
多
額
に
な
り
、
事
業
者
と
し
て
は
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
廃

炉
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
関
電
は
美

浜
１
・
２
号
機
、
原
電
も
敦
賀
１
号
機
の
廃
炉
を
決
め
た
が
、
も
っ

た
い
な
い
。

村
上　

敦
１
は
震
災
当
時
、
長
期
補
修
中
。
日
本
で
一
番
古
い
Ｂ
Ｗ

Ｒ
で
す
け
ど
、
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
な
ど
新
品
に
取
り
替
え
た

直
後
で
し
た
。
そ
の
新
品
の
、
全
然
放
射
化
し
て
い
な
い
構
造
物
を
、

全
部
捨
て
ざ
る
を
得
な
い
。

秋
元　

原
子
力
発
電
所
は
事
業
者
の
所
有
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
国

の
財
産
で
あ
る
。
そ
の
財
産
に
対
し
、
も
っ
た
い
な
い
、
本
当
に
廃

棄
し
て
い
い
の
か
と
い
う
意
識
が
乏
し
い
。

石
川　

結
局
、
原
子
力
発
電
は
国
策
民
営
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
、

全
て
の
商
業
用
原
子
炉
は
民
間
企
業
が
持
っ
て
い
る
。

　

日
本
み
た
い
に
資
源
の
な
い
国
が
ぜ
い
た
く
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

政
策
の
な
か
に
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
概
念
が
不
可
欠
で
す
。
自

由
化
の
な
か
、
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム＊

を
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
合
わ
せ

て
、
原
子
力
発
電
所
の
財
政
的
支
援
措
置
を
つ
く
る
べ
き
。
す
る
と

財
政
当
局
の
目
が
入
る
の
で
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
概
念
が
植
え

つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

容
量
市
場
の
検
討
時
に
、
原
子
力
発
電
所
の
国
家
保
証
は
確
実
に

や
る
。
国
が
認
め
た
設
備
で
あ
る
以
上
、
40
年
な
り
60
年
の
保
証
は

確
実
に
制
度
化
す
る
こ
と
が
、
も
っ
た
い
な
い
精
神
に
応
え
る
私
の

制
度
的
な
答
え
で
す
。
今
、
電
力
会
社
が
保
有
し
て
い
る
原
子
力
発

電
設
備
に
対
し
て
も
国
家
保
証
を
行
う
こ
と
が
、
次
の
政
策
と
し
て

大
事
。
発
送
電
分
離
を
前
に
、
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
市
場＊

な
ど
が
で
き
る
と
き
に
こ
れ
を
組
み
込
め
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
何
％
と
決
め
る
な
ら
、い
っ
そ
自
由
化
な
ど
す
る
な
、と
考
え
ま
す
。

石
川　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
な
ぜ
自
由
化
の
国
で
目
標
を
決
め
る

の
か
。
そ
れ
は
規
制
化
で
あ
り
、
自
由
化
じ
ゃ
な
い
。

秋
元　

政
府
は
、
市
場
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
に
市
場
は
甘
く

な
い
。
そ
ん
な
複
雑
で
複
数
に
ま
た
が
る
市
場
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
、
想
定
ど
お
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
実
現
で
き
る

か
と
い
う
と
、
甚
だ
疑
問
で
す
。
そ
こ
ま
で
制
御
す
る
な
ら
、
自
由

化
せ
ず
に
、
政
府
が
決
め
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。

石
川　

17
年
度
内
の
閣
議
決
定
を
め
ざ
し
て
い
る
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
は
、
２
０
５
０
年
を
目
標
年
次
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
な
る
と
問
題
は
、
50
年
時
点
で
の
原
子
力
。
40
年
寿
命
だ
と
次
々

廃
炉
に
な
る
の
で
、
60
年
80
年
の
議
論
を
ど
こ
ま
で
入
れ
ら
れ
る
か

が
、
原
子
力
に
つ
い
て
一
つ
の
分
岐
点
か
と
思
い
ま
す
。

秋
元　

２
０
５
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
20
年
ま
で

に
国
連
に
提
出
し
な
い
と
い
け
な
い
。
既
に
80
％
削
減
を
表
明
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
無
視
し
た
数
字
に
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、

国
内
で
の
80
％
削
減
は
、
原
子
力
を
相
当
積
み
上
げ
た
と
し
て
も
ム

リ
。
特
に
新
増
設
が
な
け
れ
ば
と
て
も
８
割
減
に
近
づ
け
る
こ
と
さ

え
で
き
な
い
。
だ
か
ら
海
外
で
の
削
減
効
果
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

含
め
て
８
割
減
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
観
で
い
く
と
、
長
期
目
標
を
国
連
に
提

出
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、
２
０
５
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の

あ
り
方
、
そ
の
議
論
は
す
ぐ
に
も
始
め
な
い
と
い
け
な
い
。

政
策
に「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
概
念
を
。

原
子
力
の
国
家
保
証
を
実
現
さ
せ
た
い

石
川　

確
か
に
原
子
力
の
新
増
設
は
不
可
欠
で
す
が
、
ま
だ
そ
れ
は
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容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム

kW
価
値
の
取
引
。
卸
電
力
市
場

（
kWh
市
場
）
と
は
別
に
、発
電
等

に
よ
る
供
給
能
力
に
対
す
る
価

値
を
認
め
、
そ
の
価
値
に
応
じ

た
容
量
価
格
（
kW
価
格
）
を
支

払
う
。
電
源
投
資
に
関
し
、
一

定
の
投
資
回
収
の
予
見
性
を
確

保
し
、
中
長
期
的
に
必
要
な
供

給
力
・
調
整
力
を
確
保
す
る
た

め
の
し
く
み
で
あ
り
、
将
来
の

供
給
力
を
早
い
段
階
か
ら
市
場

で
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
市
場

原
子
力
や
石
炭
火
力
、
大
規
模

な
水
力
な
ど
、
発
電
コ
ス
ト
が

安
く
、
一
日
を
通
し
て
安
定
的

に
発
電
で
き
る
電
源
に
よ
る
電

力
を
取
引
す
る
市
場
。
新
電
力

も
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、

小
売
競
争
お
よ
び
卸
電
力
市
場

の
活
性
化
を
通
じ
、
電
気
料
金

を
最
大
限
抑
制
し
、
事
業
者
の

事
業
機
会
と
ユ
ー
ザ
ー
の
選
択

肢
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

ベースロード（原子力、石炭火力、大型水力等）

ミドル
（LNG等）

ピーク
（石油等）

電源供出

0  3  6  9  12  15  18  21  24（時） 0  3  6  9  12  15  18  21  24（時）

電源調達

さらなる
競争を
促進

〈旧一般電気事業者〉 〈新規参入者〉

ミドル
（LNG等）

ピーク
（石油等）

ベースロード
（石炭等）

ベースロード不足分（ミドルで代替）

VS

ベースロード電源市場
（新設）
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秋
元
　
そ
う
で
す
ね
。
容
量
市
場
で
調
整
す
る
と
か
、
原
子
力
の
無

限
賠
償
責
任
を
見
直
す
と
か
。
別
に
原
子
力
を
助
け
る
た
め
で
は
な

く
、
自
由
化
に
伴
う
市
場
の
失
敗
を
是
正
す
る
た
め
に
そ
う
い
う
措

置
が
必
要
で
す
。

石
川
　
要
は
、
本
来
自
由
化
と
需
給
見
通
し
の
策
定
は
相
容
れ
な
い
。

市
場
に
委
ね
て
い
る
の
に
な
ぜ
見
通
せ
る
の
か
。
次
の
需
給
見
通
し
、

次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
自
由
化
と
い
う
市
場
原
理
に
委

ね
る
政
策
を
実
行
し
つ
つ
、
政
府
が
計
画
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
お

か
し
い
と
主
張
し
、
な
ん
ら
か
の
措
置
を
組
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

再
エ
ネ
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
究
極
の
総
括
原
価
。
容
量
市
場
に
至
っ
て
は
、

ま
だ
発
電
し
て
い
な
い
の
に
金
を
払
う
と
い
う
総
括
原
価
で
す
。
し

か
し
、
そ
う
で
な
い
と
プ
ラ
ン
ト
が
保
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
や
む

を
得
な
い
。
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
議
論
は
、
ぜ
ひ
自
由
化

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
両
立
自
体
に
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を

。

秋
元
　
つ
ま
り
、
電
力
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
お
け
る
自
由
化
が

大
き
な
矛
盾
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
話
で
す
。

石
川
　
も
ち
ろ
ん
自
由
化
が
お
か
し
い
わ
け
で
す
が
、
自
由
化
し
た

な
ら
、
な
ぜ
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
策
定
す
る
の
か
。
そ
の
問
題

提
起
を
し
て
も
い
い
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
7
年
５
月
16
日 

実
施
）　

編
集
／
田
窪
由
美
子

18

©kostsov/iStock/Getty Images Plus

原子力発電への
視点

日本の原子力発電所 42 基のうち、再稼動したのはようやく5 基。

再稼動に反対の声も依然根強い。

安全性は高まっていないのか ? 世界の動きはどうなのか ?

「安全性」「世界」「社会」など、原子力発電をめぐる各側面について、

各分野の専門家・有識者の意見を聴いた──
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１
９
９
９
年
９
月
、
茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料
加

工
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｏ
で
臨
界
事
故
が
発
生
し
た
。
２
人
の

方
が
亡
く
な
り
、
近
隣
住
民
約
２
０
０
人
が
避
難
す

る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
事
故
を
教
訓
に
同
年
12
月
、

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
防
災

体
制
の
整
備
拡
充
が
進
め
ら
れ
た
。

　

私
自
身
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
際
に
は
現
地
対
策

本
部
で
収
束
対
応
に
あ
た
り
、
事
故
後
は
海
外
の
防

災
体
制
の
調
査
に
も
携
わ
っ
た
が
、
正
直
「
こ
ん
な

事
故
は
日
本
で
は
二
度
と
起
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
起
き
た
。

多
重
防
護
の
安
全
対
策
が
こ
と
ご
と
く
機
能
せ
ず
、

日
を
追
っ
て
深
刻
化
す
る
状
況
に
茫
然
自
失
と
な
っ

た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
を
教
訓
に
整
備
さ
れ
た
防
災
体

制
は
、
福
島
第
一
の
事
故
に
は
役
立
た
な
か
っ
た
。

例
え
ば
緊
急
時
の
対
策
拠
点
と
し
て
設
け
た
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
地
震
で
電
源
が
ダ
ウ
ン
し
た
う

え
、
発
電
所
か
ら
約
５
km
と
近
く
放
射
線
量
が
上
昇
、

機
能
し
な
い
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
後
の
事
故
対
応
と
し
て

開
発
さ
れ
た
原
子
力
災
害
対
策
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
が

れ
き
の
上
で
使
用
で
き
ず
、
維
持
管
理
が
不
十
分
で
、

パ
ー
ツ
が
欠
け
て
い
た
り
操
作
で
き
る
人
が
い
な

か
っ
た
り
、
結
局
、
米
国
製
が
最
初
に
投
入
さ
れ
た
。

　

自
然
現
象
に
対
す
る
想
定
の
難
し
さ
も
痛
感
し

た
。
日
本
は
地
震
大
国
ゆ
え
地
震
に
は
備
え
て
い
た

が
、
地
震
の
随
伴
事
象
で
あ
る
津
波
対
策
が
甘
か
っ

た
。
自
然
災
害
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
前
提
で
も
っ
と
真
摯
に
臨
む
べ
き
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
諸
々
の
事
実
を
振
り
返
れ
ば
、
残
念
な

が
ら
過
去
の
事
故
の
教
訓
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に

形
骸
化
し
、「
大
規
模
な
事
故
は
起
こ
ら
な
い
」
と

い
う
思
い
込
み
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

れ
去
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
５
年
、
10
年

後
は
大
丈
夫
で
も
、
世
代
が
入
れ
替
わ
る
30
年
後
、

50
年
後
は
ど
う
か
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
後
に
開
発
し

た
日
本
製
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
、
い
ざ
と
い
う
時
使

え
な
い
「
無
用
の
長
物
」
に
し
て
は
い
け
な
い
。
電

力
会
社
に
は
、
発
電
所
の
安
全
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、

い
ま
現
場
で
共
有
さ
れ
て
い
る
事
故
の
記
憶
、
教
訓
、

危
機
感
を
、
世
代
を
超
え
て
伝
承
す
る
し
く
み
づ
く

り
を
ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し
い
。

　

事
故
を
機
に
日
本
の
原
子
力
は
先
の
見
え
に
く
い

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
よ
ほ
ど
の
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
が
な
い
限
り
、
日
本
は
原
子
力
を
活
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
よ
り
安
全
に
運
用
す
る
た
め
に
は
、

技
術
・
人
材
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
だ
が
、

そ
れ
に
は
、
発
電
所
の
新
設
・
リ
プ
レ
イ
ス
が
欠
か

せ
な
い
。
廃
炉
技
術
の
開
発
は
極
め
て
重
要
で
は
あ

る
が
、
技
術
継
承
、
人
材
育
成
の
面
で
は
後
ろ
向
き

の
印
象
が
強
く
、
若
手
が
集
ま
り
に
く
い
。
新
設
・

リ
プ
レ
イ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
中
で
き
ち

ん
と
位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
だ
。

　

事
故
は
隙
を
突
い
て
起
こ
る
。
原
子
力
事
業
者
は

真
摯
に
安
全
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
き
ち
ん
と
原
子

力
発
電
所
の
立
地
地
域
の
方
々
と
向
き
合
っ
て
対
話

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
子
力
へ
の
信
頼
と

は
、
結
局
は
原
子
力
に
携
わ
っ
て
い
る
人
を
信
頼
で

き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

無
意
識
の
う
ち
に
「
安
全
神
話
」
の
上
に
胡
座
を
か

き
、「
事
故
は
必
ず
起
き
る
」「
自
然
現
象
は
予
測
不

能
」
と
い
う
大
原
則
を
見
失
っ
た
。
我
々
原
子
力
に

携
わ
る
者
は
、
自
身
の
奢
り
や
油
断
が
こ
の
よ
う
な

事
態
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
な
い
と

い
け
な
い
。

　

２
０
１
２
年
に
原
子
力
規
制
委
員
会
が
発
足
し
、

世
界
一
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
新
た
な
規
制
基
準
が
導

入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
サ
イ
ト
内
」
の
安
全

性
は
相
当
程
度
高
ま
る
が
、
や
や
弱
い
の
は
「
サ
イ

ト
外
」
だ
。
住
民
の
避
難
計
画
な
ど
の
防
災
計
画
策

定
は
各
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
に

よ
っ
て
内
容
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
特
に
３
・
11
後
、

新
た
に
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
に
指
定
さ
れ
た

自
治
体
の
中
に
は
、
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
十
分
な

と
こ
ろ
も
多
い
。
国
の
政
策
と
し
て
原
子
力
を
推
進

す
る
以
上
、
関
連
自
治
体
へ
の
支
援
は
不
可
欠
。
防

原 子 力 発 電 へ の 視 点

中
島 

健 

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所 

教
授

安
全
性

事
故
の
記
憶・教
訓・危
機
感
を
、

世
代
を
超
え
て
伝
承
す
る

なかじま　けん
京都大学原子炉実験所 
原子力基礎工学研究部門教授
1957年札幌市生まれ。北海道大学大
学院工学研究科原子工学専攻修士課
程修了。82年日本原子力研究所研究
員、96年同副主任研究員。臨界安全
性、原子炉物理に関する実験研究に
従事。2003年京都大学原子炉実験所
助教授、07年教授。主な研究テーマ
は、臨界事故事象に関する研究、軽
水炉の炉物理特性に関する研究。原
子力規制委員会原子炉安全専門審査
会委員、新潟県技術委員会座長など
も務める。
http://www.rri .kyoto-u .ac . jp/
nakajima-lab/member.html

原子力災害対策重点区域

新規制基準の全体像 災
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
客
観
的
な
レ
ビ
ュ
ー

に
よ
っ
て
一
定
水
準
を
確
保
す
る
な
ど
、
必
要
に
応

じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
べ
き
だ
。

　

関
西
電
力
を
は
じ
め
再
稼
動
を
め
ざ
す
各
事
業
者

は
、
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
は
も
と
よ
り
、「
安
全

に
終
わ
り
は
な
い
」
と
自
主
的
な
安
全
性
向
上
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
サ
イ
ト
内
に
は

非
常
用
発
電
機
あ
り
、
放
水
車
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使

い
こ
な
す
訓
練
に
も
余
念
が
な
い
。
心
強
く
思
う
反

面
、
こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
何
事
も
な
く
何
年
も

安
全
な
状
態
が
保
た
れ
た
と
し
て
、
仮
に
30
年
後
に

そ
れ
ら
を
使
う
事
態
に
な
っ
た
と
き
、
果
た
し
て
使

い
こ
な
せ
る
か
、
一
抹
の
不
安
が
あ
る
。
日
本
人
は

何
事
も
「
水
に
流
す
」
文
化
、
特
に
悪
い
こ
と
は
忘内閣府の資料をもとに作成

原子力規制委員会の資料をもとに作成

PAZ

UPZ
概ね5km（めやす）

概ね30km（めやす）

PAZ
（Precautionary Action Zone）
予防的防護措置を準備する区域

約5km圏内

海

UPZ
（Urgent Protective Action Planning Zone）
緊急時防護措置を準備する区域

約30km圏内

地震発生

津波到達

外部電源喪失

多重故障および共通要因故障
非常用DG/直流電源喪失

地震や津波に対する
耐性強化

著しい炉心損傷防止
非常用電源および
炉心冷却系の強化

格納容器破損防止

放射性物質の
拡散抑制

長時間の
電源喪失の防止

状態把握・プラント
管理機能の強化

炉心冷却機能喪失

炉心損傷通信・計装
機能不全など

格納容器破損、原子炉建屋への漏えい

原子炉建屋の水素爆発

環境への大規模な放射性物質の放出

原子炉停止

非常用ディーゼル発電機（非常用DG）
/炉心冷却系起動
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世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」
が
基

本
。
供
給
安
定
性
・
経
済
性
の
観
点
で
は
、
米
国
の

シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
り
、
ガ
ス
・
石
油
の
需
給
が
世

界
的
に
緩
和
し
価
格
も
低
下
。
環
境
性
で
は
、
パ
リ

協
定
を
受
け
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
動
き
を

強
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
世
界
的
に

「
石
炭
か
ら
ガ
ス
へ
の
シ
フ
ト
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
拡
大
」
が
進
み
、
15
年
に
世
界
で
新
設
さ
れ

た
発
電
設
備
は
、
水
力
を
含
む
再
エ
ネ
電
源
の
合
計

が
石
炭
火
力
を
上
回
っ
た
。

　

２
０
４
０
年
ま
で
の
「
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関
）
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
通
し
（
16
年
版
）」

で
は
、
今
後
も
再
エ
ネ
・
ガ
ス
火
力
は
増
大
、
石
炭

火
力
は
減
少
、
原
子
力
は
現
状
維
持
あ
る
い
は
増
大

と
な
っ
て
い
る
。

　

国
・
地
域
別
に
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
自
国
第
一

主
義
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
り
、
気
候
変
動
対
策
や

再
エ
ネ
開
発
に
は
消
極
的
で
、
石
炭
の
復
活
や
石

油
・
天
然
ガ
ス
の
積
極
開
発
を
掲
げ
て
い
る
。
但
し

再
エ
ネ
は
州
レ
ベ
ル
で
は
継
続
さ
れ
る
見
込
み
。
原

子
力
は
新
設
も
進
め
ら
れ
、
今
後
、
積
極
的
な
取
り

組
み
も
予
想
さ
れ
る
が
、
新
設
で
は
再
エ
ネ
と
ガ
ス

火
力
が
当
面
の
主
流
と
な
ろ
う
。

　

一
方
、
気
候
変
動
対
策
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

り
、
再
エ
ネ
開
発
を
推
進
し
て
き
た
欧
州
で
は
、
16

年
の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
新
設
電
源
の
86
％
が
再
エ
ネ
。

17
年
３
月
に
は
、
欧
州
電
事
連
が
、
２
０
２
０
年
以

降
、
石
炭
火
力
の
新
設
は
し
な
い
方
針
を
表
明
し
た
。

原
子
力
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、

欧
州
各
国
で
脱
原
子
力
が
拡
が
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
が
、
脱
原
子
力
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
の
は

ド
イ
ツ
な
ど
一
部
の
国
。
ド
イ
ツ
は
22
年
に
原
子
力

を
全
廃
す
る
と
し
、
再
エ
ネ
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
16
年
時
点
で
、
再
エ
ネ
電
源
は
水
力
含
め
て

設
が
必
要
。
ま
た
電
力
市
場
自
由
化
の
進
む
先
進
国

で
は
、
英
国
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
投
資
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
な
ど
の
施
策
も
必
要
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
的
に
は
再
エ
ネ
の
増
大
が
続

く
な
か
、
原
子
力
の
新
設
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
実

際
、
再
エ
ネ
は
、
欧
米
先
進
国
で
導
入
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
が
電
気
料
金
の
上
昇
を
引

き
起
こ
し
た
り
、
電
力
系
統
の
運
用
を
複
雑
に
す
る

な
ど
課
題
が
あ
る
。
再
エ
ネ
は
む
し
ろ
、
電
力
需
要

規
模
の
小
さ
い
途
上
国
な
ど
に
適
し
て
い
る
。
例
え

ば
世
界
人
口
の
15
％
を
占
め
る
無
電
化
地
域
。
小
さ

な
村
で
あ
れ
ば
、
太
陽
光
で
十
分
で
送
電
線
の
必
要

が
な
い
。
そ
の
国
や
地
域
の
経
済
力
や
技
術
力
に
見

合
っ
た
低
炭
素
電
源
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要

だ
。

未
だ
３
割
程
度
。
一
方
、
褐
炭
・
石
炭
が
依
然
と
し

て
40
％
を
占
め
る
。

　

欧
州
で
も
、
こ
れ
ま
で
原
子
力
を
推
進
し
て
き
た

国
は
福
島
第
一
事
故
後
も
利
用
継
続
し
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
は
減
原
子
力
を
決
め
た
が
、
実
現
は
難
し
い
。

新
設
で
は
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
ほ
か
、
東
欧
・
中
欧
で
も
動
き
が
あ
る
。
ま
た
、

脱
原
子
力
の
国
で
も
、
昨
年
、
原
子
力
利
用
継
続
に

向
け
た
動
き
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
１
９
８
０
年
、
世
界
に
先
駆
け
て
脱
原

子
力
を
宣
言
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
現
在
の
発
電
電

力
量
構
成
は
原
子
力
・
水
力
と
も
約
42
％
だ
が
、
こ

こ
で
原
子
力
を
や
め
て
再
エ
ネ
で
す
べ
て
カ
バ
ー
す

る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
と
し
て
、
16
年
６
月
、
既

設
は
運
転
期
限
を
明
示
せ
ず
、
リ
プ
レ
イ
ス
も
容
認

し
た
。
ス
イ
ス
も
、
福
島
第
一
事
故
後
に
脱
原
子
力

を
決
め
た
が
、
運
転
期
間
を
45
年
に
限
定
す
る
環
境

原 子 力 発 電 へ の 視 点
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保
護
派
の
要
求
は
16
年
11
月
の
国
民
投
票
で
否
決
さ

れ
た
。
急
激
な
脱
原
子
力
は
、
隣
国
か
ら
の
電
力
輸

入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
電
力
供
給
で
の
自
立

性
が
失
わ
れ
る
と
す
る
。
２
０
２
５
年
ま
で
の
脱
原

子
力
を
め
ざ
す
ベ
ル
ギ
ー
も
、
安
定
供
給
の
観
点
か

ら
、
一
部
の
炉
の
運
転
延
長
を
決
め
た
。
い
ず
れ
も

国
情
に
即
し
た
現
実
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
だ
。

　

一
方
、
電
力
需
要
の
旺
盛
な
新
興
国
で
は
、
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
で
原
子
力
開
発
が
活
発
。
特
に
中
国

が
世
界
の
新
設
を
牽
引
し
て
お
り
、
現
在
は
運
転
中

35
基
で
世
界
４
位
だ
が
、
建
設
中
22
基
、
計
画
中
25

基
で
近
い
将
来
、
米
国
に
次
い
で
２
位
に
な
る
。
ま

た
中
東
や
ロ
シ
ア
な
ど
産
油
・
産
ガ
ス
国
で
は
、
自

国
資
源
は
輸
出
用
と
し
て
温
存
し
、
自
国
で
使
う
電

気
は
原
子
力
で
ま
か
な
う
戦
略
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
全
体
で
は
、
原
子
力
は
将
来

的
に
維
持
あ
る
い
は
増
大
す
る
見
通
し
だ
。

　

日
本
で
は
目
下
、
既
設
発
電
所
の
再
稼
動
が
喫
緊

の
課
題
だ
が
、
中
長
期
的
に
は
既
設
の
寿
命
延
長
に

加
え
て
新
設
も
不
可
欠
。
こ
の
新
設
で
は
海
外
展
開

を
進
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

と
い
う
の
も
、
原
子
力
の
新
型
炉
建
設
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
難
航
し

て
い
る
。
初
号
機
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
久
し
ぶ
り
の

建
設
で
あ
っ
た
た
め
、
安
全
審
査
や
建
設
工
事
が
長

期
化
し
、
高
コ
ス
ト
に
な
っ
た
。
一
方
、
こ
こ
10
年

ほ
ど
、
新
設
が
続
く
中
国
で
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
労

働
者
も
習
熟
し
、
着
実
に
経
験
の
蓄
積
が
進
み
、
新

型
炉
の
建
設
も
比
較
的
、
順
調
だ
。
日
本
と
し
て
も
、

技
術
の
継
承
・
経
験
の
蓄
積
に
は
内
外
を
問
わ
ず
新

「IEA世界エネルギー見通し」2016年版の資料をもとに作成

注：「現状」＝現行の施策のみ　「新政策」＝各国で採用されようとしている
確度の高いエネルギー・環境政策の実施を前提とする場合　「450シナ
リオ」＝温室効果ガス濃度をCO₂換算450ppm以下（パリ協定で合意
された気温上昇2℃未満を実現できる温室効果ガス濃度）に抑制する
ための施策を講じる場合
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2014年
（実績）

2040年（予想）
現状

シナリオ
新政策
シナリオ

450
シナリオ

発電電力量
（10億ｋＷｈ） 23,809 42,511 39,045 34,092

石炭 41 36 28 7
天然ガス 22 24 23 16
石油 4 1 1 1
原子力 11 9 12 18
水力 16 14 16 20
風力 3 7 10 18
バイオ・廃棄物 2 3 4 6
地熱 0 1 1 2
太陽光・熱 1 4 6 12
海洋 0 0 0 0

2014年
（実績）

2040年（予想）
現状

シナリオ
新政策
シナリオ

450
シナリオ

発電電力量
（10億ｋＷｈ） 1,036 1,130 1,079 864

石炭 34 31 23 2
天然ガス 41 27 25 11
石油 11 1 1 0
原子力 ー 16 22 35
水力 8 9 10 15
風力 1 4 4 12
バイオ・廃棄物 3 5 5 8
地熱 0 2 2 4
太陽光・熱 2 7 8 13
海洋 ー 0 1 1

22

14

29

27

37

30

58

53

電
源
別
比
率（
％
）

電
源
別
比
率（
％
）

注：四捨五入の関係で合計値が100にならない場合がある
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東
日
本
大
震
災
発
生
当
時
、
私
は
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
か
ら
約
40
㎞
の
い
わ
き
市
に
あ
る
大
学
に

勤
務
し
て
い
た
。
被
災
者
と
な
っ
た
私
た
ち
家
族

は
、
以
来
５
年
に
わ
た
り
自
主
避
難
生
活
を
続
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
当
時
、
お
び
た
だ
し
い
言
葉
が

踊
っ
た
が
、
現
実
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
安
易

に
「
リ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
く
な
い
、
断

定
的
な
一
つ
の
正
解
な
ど
な
い
―
―
そ
ん
な
心
の
揺

れ
も
経
験
し
た
。

　

福
島
第
一
の
事
故
以
降
、
一
気
に
反
原
発
デ
モ
が

盛
り
上
が
っ
た
。
私
自
身
は
原
子
力
賛
成
論
者
で
も

反
対
論
者
で
も
な
い
が
、
原
子
力
を
め
ぐ
る
言
説
に

は
常
に
違
和
感
を
覚
え
て
き
た
。

　

な
ぜ
か
。
第
１
に
長
期
的
視
野
が
欠
け
て
い
る
。

電
力
は
国
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
今
日

も
明
日
も
明
後
日
も
、
毎
日
、
誰
か
が
電
力
の
安
定

供
給
を
担
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
事
故
後
の
廃

炉
作
業
も
長
期
的
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
の

に
、
短
期
的
視
野
で
自
分
の
中
の
不
安
や
怒
り
、
一

時
的
感
情
だ
け
で
反
原
発
を
叫
ん
で
い
る
。

　

第
２
に
原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
日

本
人
の
生
き
方
の
問
題
に
直
結
す
る
。
我
々
日
本
人

は
戦
後
ず
っ
と
「
幸
せ
の
基
準
」
を
経
済
的
豊
か
さ

と
効
率
に
置
い
て
き
た
。
安
く
て
美
味
し
い
食
事
、

煌
々
と
点
る
灯
り
、
時
間
ど
お
り
に
来
る
電
車
―
―

こ
う
し
た
豊
か
さ
、
効
率
性
を
何
よ
り
重
視
し
て
き

た
。
そ
の
価
値
観
を
良
し
と
し
て
い
る
限
り
、
電
力

の
供
給
が
途
切
れ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

原
子
力
に
反
対
す
る
な
ら
、
ブ
ー
タ
ン
の
よ
う
な
別

の
豊
か
さ
な
り
、
そ
の
実
現
方
策
を
提
示
す
る
の
が

筋
だ
ろ
う
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
は
、
今
後
私
た
ち
が
日
本
を

ど
う
い
う
国
に
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
価
値
観
や

文
明
論
に
関
わ
る
話
だ
。
当
然
な
が
ら
価
値
観
は
一

朝
一
夕
に
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
長

期
的
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
時
的
な
感
情
で
性
急
に
賛
否
を
言
い
募
る
姿
勢
こ

そ
お
か
し
い
。

　

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
価
値
観
・
も
の
の
見
方
は
未

だ
定
ま
っ
て
い
な
い
。
戦
後
、
経
済
を
も
の
さ
し
に

し
て
き
た
た
め
、
経
済
が
停
滞
し
て
く
る
と
、
何
を

基
準
に
生
き
て
い
け
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い

う
漠
然
と
し
た
不
安
が
拡
が
る
。
そ
の
不
安
を
煽
る

人
も
い
て
、
不
安
定
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
ち
ょ
っ

と
足
を
す
く
わ
れ
た
だ
け
で
転
ん
で
し
ま
う
。
結
果
、

今
の
日
本
は
、
他
者
を
批
判
し
、
引
き
下
げ
る
悪
平

等
主
義
、
つ
ま
り
極
め
て
非
寛
容
な
社
会
に
な
っ
て

い
る
。

　

人
間
は
小
魚
の
大
群
の
よ
う
な
も
の
だ
。
大
き
な

魚
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
る
と
ギ
ュ
ッ
と
群
れ
て
わ
っ

と
逃
げ
る
。
だ
か
ら
震
災
直
後
は
や
た
ら
「
絆
」
が
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﨑
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強
調
さ
れ
、
私
た
ち
は
集
団
化
し
た
。

　

た
だ
、
人
の
つ
な
が
り
は
本
来
面
倒
な
も
の
で
、

そ
う
容
易
に
集
団
化
な
ど
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が

「
反
原
発
」
な
ど
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
の
つ
な
が
り

は
、
不
安
だ
か
ら
つ
な
が
っ
て
一
緒
に
声
を
上
げ
て
、

一
時
的
な
安
心
感
や
高
揚
感
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
。

こ
う
し
た
継
続
性
を
考
慮
し
な
い
刹
那
的
な
「
つ
な

が
り
」
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
通
じ
る
危
う
さ
が
あ

　

も
の
さ
し
不
在
の
不
安
な
時
代
、
人
は
見
た
い
も

の
し
か
見
な
い
。
目
の
前
の
現
実
か
ら
目
を
逸
ら
し
、

出
来
合
い
の
価
値
観
・
世
界
観
に
飛
び
つ
き
た
く

な
っ
て
し
ま
う
。
物
事
を
極
端
に
単
純
化
し
、
都
合

よ
く
不
安
に
応
え
て
く
れ
る
「
処
方
箋
」
を
各
々
が

勝
手
に
選
択
し
、「
こ
れ
こ
そ
が
正
義
だ
」
と
ば
か

り
に
声
高
に
言
い
募
る
。

　

し
か
し
、
世
の
中
に
単
純
な
こ
と
な
ど
何
一
つ
な

い
。
何
が
本
当
に
正
し
い
か
、
実
は
誰
も
わ
か
っ
て

い
な
い
。
わ
か
ら
な
い
の
で
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
と
、

人
は
同
じ
方
向
に
走
り
出
す
。
そ
の
と
き
立
ち
止
ま

る
こ
と
は
非
常
に
勇
気
が
要
る
が
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
も
あ
る
。
ま
ず
は
事
実
を
直
視
し
、
不
安
な

時
こ
そ
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
勇
気
を
持
ち
た
い
。

過
去
に
学
び
、
先
人
た
ち
の
教
え
に
耳
を
傾
け
、
慌

て
ず
騒
が
ず
、
こ
の
国
の
行
方
を
見
通
そ
う
と
す
る
。

そ
れ
が
こ
の
「
も
の
さ
し
不
在
の
時
代
」
を
生
き
る

知
恵
で
あ
り
、
研
究
者
た
る
自
ら
の
役
割
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
を
変
え
る
こ
と
は
、

こ
の
国
全
体
の
文
化
・
文
明
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
に
は
、
大
き
な
視
野
と
、

し
な
や
か
さ
、
他
分
野
へ
の
尽
き
な
い
興
味
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
毅
然
と
し
た
態
度
で
、
地
道
な
努
力
を

続
け
て
い
く
。
事
業
者
と
し
て
の
勇
気
あ
る
行
い
だ
。

る
。
漠
然
と
し
た
不
安
に
駆
ら
れ
、
単
純
で
わ
か
り

や
す
い
意
見
に
容
易
に
与
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　

い
ま
世
界
で
起
き
て
い
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
わ

れ
る
動
き
も
、
背
景
に
あ
る
の
は
人
々
の
不
安
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
展
で
、
一
国
の
財
政
危
機
が

地
球
の
隅
々
に
ま
で
影
響
す
る
。
小
指
の
先
の
毒
が
、

瞬
く
間
に
身
体
全
体
に
回
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う

不
安
が
世
界
中
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
生
ん
で
い
る
。

資源エネルギー庁の資料をもとに作成

日本の電力消費量とGDPの推移

人類とエネルギーの関わり

経済産業省の資料をもとに作成

自然エネルギー
化石燃料

電気エネルギー

■石油　■ガス　■石炭　■原子力　■水力　■再生可能　　人口

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量（
百
万
原
油
換
算
ト
ン
）

世
界
人
口（
億
人
）

＊

農
耕
・
牧
畜
中
心
の
時
代

（
薪
炭
・
風
力
・
水
力
）

蒸
気
機
関﹇
1
7
6
9
年
〜
﹈

近
代
石
油
採
掘﹇
1
8
5
9
年
〜
﹈

産
業
革
命（
石
炭
利
用
の
拡
大
）

﹇
18
〜
19
世
紀
﹈

エ
ネ
ル
ギ
ー
流
体
革
命

（
石
油
利
用
の
拡
大
）

﹇
1
9
5
0
〜
60
年
﹈

石
油
シ
ョ
ッ
ク

﹇
1
9
7
3
、79
年
﹈
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日
本
文
化
は
じ
ま
り
の
地
で

　
「
奈
良
は
日
本
文
化
は
じ
ま
り
の
地
。

海
外
か
ら
の
渡
来
文
化
と
日
本
古
来
の

文
化
が
融
合
し
、
新
し
い
文
化
を
生
み

出
し
た
場
所
で
も
あ
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
あ
る
奈
良

で
文
化
芸
術
の
祭
典
を
行
う
こ
と
で
、

ま
た
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
」

　
「
第
32
回
国
民
文
化
祭
・
な
ら
２
０

１
７
」「
第
17
回
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
な
ら
大
会
」（
以
下
「
国
文
祭
・

障
文
祭
な
ら
２
０
１
７
」）
の
開
幕
ま

で
１
０
０
日
余
り
と
な
っ
た
春
の
一
日
。

奈
良
県
庁
を
訪
ね
る
と
、
平
田
さ
ん
は

に
こ
や
か
に
そ
う
切
り
出
し
た
。

　
「
国
民
文
化
祭
」
と
は
、
文
芸
、
音
楽
、

美
術
、
演
劇
な
ど
各
種
の
文
化
活
動
を

全
国
規
模
で
発
表
・
公
演
す
る
文
化
の

祭
典
。
国
民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加
機

運
を
高
め
、
新
し
い
芸
術
文
化
の
創
造

を
促
そ
う
と
、
１
９
８
６
年
か
ら
毎
年
、

各
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

一
方
の
「
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化

祭
」
は
、
芸
術
文
化
活
動
へ
の
参
加
を

通
し
て
障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
を

促
す
と
と
も
に
、
障
害
に
対
す
る
国
民

の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
２
０
０
１
年
ス
タ
ー
ト
。
こ
ち
ら
も

各
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
、
例
年
12
月

３
日
〜
９
日
の
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

全
国
初
の
一
体
開
催

　

こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
、
国
民
文
化

祭
は
文
化
庁
、
全
国
障
害
者
芸
術
・
文

化
祭
は
厚
生
労
働
省
と
担
当
省
庁
が
異

な
る
こ
と
も
あ
り
、
か
つ
て
は
開
催
地

も
別
々
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。
２
０
１

５
年
の
鹿
児
島
大
会
か
ら
同
一
県
開
催

と
な
っ
た
が
、
国
民
文
化
祭
終
了
後
に

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
開
催
期
間
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
「
奈
良
県
で
は
こ
の
二
つ
の
祭
典
を

一
緒
に
や
ろ
う
と
。
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
同
じ
場
に
集
う
こ
と
で
、
新

た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
創
造
の
幅

も
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
」

今年の奈良は、ひときわおもしろい￤￤

２０１７年９月～11月、「第32回国民文化祭・なら２０１７」
「第17回全国障害者芸術・文化祭なら大会」が

全国で初めて一体開催される。県内39市町村を舞台に、
障害のある人もない人も共に楽しむ文化芸術の祭典だ。

その意義や見どころを奈良県地域振興部 国民文化祭・障害者芸術
文化祭課課長の平田千江子さんに聞いた。

東大寺大仏殿前で開催するオープニング「開会式」

体感する奈良！ “心
シン

”感
カンカク

覚展（写真は昨年度の様子）

分野別フェスティバルは県内全39市町村で開催（写真は「曽爾の獅子舞」）

やまとし うるはし、おもしろし
――「第32回国民文化祭・なら２０１７」「第17回全国障害者芸術・文化祭なら大会」
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良
の
秋
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
。

世
界
遺
産
も
舞
台
に

　

イ
ベ
ン
ト
の
中
に
は
、
奈
良
な
ら
で

は
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た
も
の

も
多
い
。
祭
典
の
幕
開
け
と
な
る
「
開

会
式
」
会
場
は
世
界
遺
産
の
東
大
寺
大

仏
殿
前
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
は
春
日
大
社
や
大
神

目
白
押
し
な
の
は
「
能
楽
発
祥
の
地
」

と
い
わ
れ
る
奈
良
な
ら
で
は
。
聖
徳
太

子
、遣
唐
使
、山
の
辺
の
道
、吉
野
南
朝
、

天
誅
組
な
ど
、
歴
史
の
舞
台
や
人
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
イ
ベ
ン
ト
も
多
い
。

　
「
各
地
域
の
皆
さ
ん
が
受
け
継
い
で

き
た
伝
統
芸
能
や
歴
史
も
、
こ
の
祭
典

を
機
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

新
し
い
文
化
の
創
造
・
融
合

　

奈
良
県
文
化
会
館
の
１
階
で
は
、
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
袴
姿

の
せ
ん
と
く
ん
を
あ
し
ら
っ
た
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
が
開
幕
ま
で
の
日
数

を
示
し
て
い
る
。
今
年
１
月
か
ら
は
国

民
文
化
祭
の
旗
を
全
市
町
村
で
リ
レ
ー

掲
示
し
、
県
内
Ｐ
Ｒ
と
県
民
の
巻
き
込

み
を
図
る
。
開
催
２
０
０
日
前
の
２
月

に
は
東
京
・
渋
谷
で
首
都
圏
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
王
寺
町
在
住
の
車
い

す
の
書
家
・
高
岡
哲
也
さ
ん
と
、
奈
良

ゆ
か
り
の
書
家
・
紫
舟
さ
ん
が
合
作
す

る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
話
題
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
４
月
下
旬
、
イ
ベ
ン
ト

の
Ｐ
Ｒ
や
期
間
中
の
〝
お
も
て
な
し
〟

に
協
力
し
て
も
ら
う
「
応
援
サ
ポ
ー
タ

ー
」
の
募
集
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
き
っ
か
け
」
だ

と
い
う
平
田
さ
ん
は
、
１
３
０
０
年
前

文
化
芸
術
を
堪
能
す
る
３
カ
月

　
「
国
文
祭
・
障
文
祭
な
ら
２
０
１
７
」

の
基
本
理
念
は
、
①
日
本
文
化
の
源
流

を
探
る
～
日
本
文
化
の
源
流
を
国
際
的

つ
な
が
り
も
視
野
に
掘
り
起
こ
す　

②

文
化
の
今
を
楽
し
む
～
積
み
重
な
っ
た

今
あ
る
日
本
文
化
の
厚
み
、
深
み
を
堪

能
す
る　

③
文
化
芸
術
立
国
の
礎
を
築

く
～
文
化
の
交
流
で
地
域
に
元
気
を
つ

く
る　

④
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
の

絆
を
強
く
～
文
化
の
力
で
新
た
な
関
係

を
つ
く
る

の
４
点
。

　

期
間
は
９
月
１
日
〜
11
月
30
日
の
３

カ
月
間
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
「
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、

文
化
芸
術
に
つ
い
て
考
え
る
「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
事
業
」、
世
界
の
音
楽
や
ダ
ン

ス
を
楽
し
む
「
国
際
交
流
事
業
」、
障

害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
共
に
参
加

す
る
「
障
害
者
交
流
事
業
」、
県
内
全

39
市
町
村
が
多
彩
な
事
業
を
開
催
す

る
「
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
々
、

県
内
各
地
で
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
事
業
で
構
成
さ
れ
る
。ま
た「
文

化
の
力
で
奈
良
を
元
気
に
！
」
を
テ
ー

マ
に
毎
秋
行
わ
れ
て
い
る
「
奈
良
県
大

芸
術
祭
」
も
同
時
期
に
開
催
さ
れ
、
奈

に
国
際
交
流
・
文
化
融
合
を
な
し
得
た

奈
良
だ
か
ら
こ
そ
、
再
び
新
し
い
文
化

芸
術
の
創
造
・
融
合
が
行
わ
れ
、
将
来

へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
イ
ベ
ン
ト
に
は
若
者
や
次
代

層
の
巻
き
込
み
が
不
可
欠
だ
。

　
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
こ
の
祭
典
を
き
っ

か
け
に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
文

化
を
奈
良
県
振
興
の
源
と
な
る
ブ
ラ
ン

ド
力
と
し
て
、
日
本
に
、
世
界
に
発

信
し
て
い
き
た
い
」。
や
ま
と
し 

う
る

は
し
、
お
も
し
ろ
し
。
幾
重
に
も
重
な

る
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
今
な
お
麗
し
い

姿
を
残
す
古
都
奈
良
。
こ
こ
奈
良
か
ら
、

幾
重
に
も
重
な
る
文
化
を
新
た
に
発
信

し
、
そ
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
で
世
界
の

関
心
を
集
め
る
だ
ろ
う
。

神
社
で
行
わ
れ
る
。
国
際
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
舞
台
と
な
る
天
理
市
で
も
、

日
本
最
古
の
神
社
の
一
つ
、
石
上
神
宮

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
各
市
町
村
で
の
「
分
野
別
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
伝
統
芸
能
か

ら
現
代
音
楽
・
ア
ー
ト
ま
で
多
彩
だ

が
、
や
は
り
豊
か
な
歴
史
文
化
を
生
か

す
内
容
が
多
い
。
な
か
で
も
能
公
演
が

上／NARA・国際交流フェスティバルの舞台となる天理駅前広場「コフフン」
下／シンポジウム「フォーラム・ＮＡＲＡ」は春日大社などで開催（写真は昨年度の様子）

「能楽発祥の地」といわれる奈良ならではの能公演

奈良県文化会館 「国際ホール」でフィナーレを飾る

障害のある人とない人が共演する「車いすダンスパフォーマンス」
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た
ゆ
ま
ぬ

安
全
性
向
上
へ

─
─
大
飯
発
電
所
の
い
ま

安
全
・
安
定
運
転
を
め
ざ
す
大
飯
発
電
所
で
は
、

再
稼
動
に
向
け
た
取
り
組
み
が
緊
張
感
を
持
って
進
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
現
場
で
、
安
全
対
策
の
統
括
責
任
者
に
話
を
聞
い
た
。

特

別

企

画

再
稼
動
に
向
け
て

　

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ
た
５
月
下
旬
、

福
井
県
お
お
い
町
を
訪
れ
た
。
観
光
客
で
賑
わ

う
道
の
駅
「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
を
過
ぎ
、
小

浜
湾
に
架
か
る
「
青
戸
の
大
橋
」
を
経
て
大
島

半
島
へ
。
い
く
つ
か
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

関
西
電
力
大
飯
発
電
所
の
正
門
が
見
え
て
き
た
。

　

大
島
半
島
の
先
端
、
若
狭
湾
国
定
公
園
の
壮

大
な
自
然
の
中
に
建
つ
大
飯
発
電
所
は
、
１
号

機
〜
４
号
機
の
総
出
力
４
７
１
万
kW
。
関
西
電

力
の
３
サ
イ
ト
（
美
浜
、
高
浜
、
大
飯
）
の
中

で
は
最
大
、
全
国
で
も
２
番
目
に
大
き
い
原
子

力
発
電
所
だ
。

　

２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
を
受
け
、
事
故
の
教
訓
を
反
映
さ
せ
た
新
た

な
規
制
基
準
が
13
年
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
は
新
規
制
基
準

へ
の
適
合
を
め
ざ
し
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
関
西
電
力
で
は
既
に
高
浜
３
・
４
号
機

が
適
合
性
審
査
の
認
可
を
受
け
、
運
転
を
再
開

し
た
が
、
大
飯
３
・
４
号
機
も
こ
れ
に
続
く
べ

く
、
対
策
工
事
が
佳
境
を
迎
え
て
い
た
。

三
つ
の
反
省

　

厳
格
な
入
構
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
、
発
電
所
構

内
に
入
っ
た
。
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
佐
藤
拓

原
子
力
安
全
統
括
。
大
飯
・
高
浜
で
発
電
、
保

関西電力 美浜発電所

関西電力 
大飯発電所

関西電力 
原子力研修センター

関西電力 
高浜発電所

美浜原子力緊急事態
支援センター

関西電力の
原子力発電所と関連施設

▶右奥から１号機、２号機、３号機、４号機
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発電所周辺の断層の連動性等を保守的に評価し、地震
想定を700→856ガルに引き上げ、配管等必要箇所に
は、耐震補強を実施

最大規模の津波6.3mを想定し、
防波堤かさ上げ（海抜5→8m） 

▲構内への浸水に備え、安全上重要な機器を守る水密
扉（40カ所）を設置。案内してくれたのは佐藤原子力
安全統括

い
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
従
来
は
電
力

会
社
が
自
主
保
安
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
た

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
も
新
た
に
義
務
化

し
て
い
る
。

　

大
飯
発
電
所
で
も
原
子
力
安
全
の
基
本
で
あ

る
深
層
防
護
（
多
重
防
護
）
の
考
え
方
に
基

づ
き
、「
事
故
発
生
防
止
」「
事
故
進
展
防
止
」

「
事
故
拡
大
防
止
」
の
段
階
ご
と
に
安
全
対
策

を
実
施
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
起
こ
っ
た
と

し
て
も
進
展
・
拡
大
を
防
ぐ
対
策
を
徹
底
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
事
故
発
生
防
止
対
策
と
し
て
、

基
準
地
震
動
の
引
き
上
げ
（
７
０
０
ガ
ル
→

８
５
６
ガ
ル
）
に
伴
う
耐
震
補
強
工
事
、
基
準

津
波
の
引
き
上
げ
（
２
・
５
４
ｍ
→
６
・
３
ｍ
）

に
伴
う
防
波
堤
の
か
さ
上
げ
・
水
密
扉
の
設
置

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
も
と
も
と
原
子
力
発
電
所
は
固
い
岩
盤
の

上
に
直
接
建
て
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

福
島
第
一
で
５
５
０
ガ
ル
、
女
川
で
５
６
７
ガ

ル
が
観
測
さ
れ
た
。
大
飯
で
想
定
し
て
い
る
基

準
地
震
動
の
８
５
６
ガ
ル
が
、
い
か
に
厳
し
い

想
定
か
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
」

事
故
を
進
展
さ
せ
な
い

　

そ
れ
で
も
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
、

事
故
の
進
展
を
防
ぐ
に
は
原
子
炉
を
「
止
め
る・

冷
や
す
」
の
が
鉄
則
。
大
飯
で
も
電
源
・
冷
却

機
能
と
も
、
幾
重
に
も
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

事 故 発 生 防 止 策地震対策

津波対策

外部火災対策
樹木を伐採し、
幅18mの防火帯を確保

竜巻対策
秒速100mの竜巻に対しても海水ポンプ等重要機器を
守るため側面は頑丈な鋼板、上面は鋼線ネットという竜
巻飛来物対策設備で覆っている

特 別 企 画 ｜ た ゆ ま ぬ 安 全 性 向 上 へ ── 大 飯 発 電 所 の い ま

修
、
安
全
解
析
な
ど
の
現
場
業
務
を
経
験
し
た

後
、
米
国
原
子
力
発
電
運
転
協
会
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
に
出
向
、
海
外
事
情
に
も
通
じ
た
原
子
力

安
全
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。

　

そ
の
佐
藤
の
現
職
「
原
子
力
安
全
統
括
」
と

は
、
関
西
電
力
が
14
年
に
新
設
し
た
職
位
。
文

字
ど
お
り
発
電
所
の
原
子
力
安
全
を
一
元
的
に

統
括
、
発
電
所
で
は
所
長
に
次
ぐ
要
職
で
、
平

時
は
リ
ス
ク
管
理
の
推
進
役
と
し
て
、
事
故
な

ど
の
非
常
時
に
は
技
術
参
謀
と
し
て
、
所
長
を

全
面
的
に
支
え
る
。

　
「
福
島
第
一
の
事
故
に
対
す
る
我
々
の
反
省

点
は
三
つ
。
１
点
目
は
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト

は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
思
い
込
み
、
２
点
目
は

安
全
基
準
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
甘

さ
、
３
点
目
は
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
』
だ
と
い
う
思
い
違
い
。
も
ち
ろ
ん

日
本
が
優
れ
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
防
火
対
策

な
ど
、
海
外
事
例
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
べ

き
点
も
多
い
」。
だ
か
ら
海
外
に
も
詳
し
い
私

が
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
─
─
そ
う
自
己
紹
介

し
て
く
れ
た
佐
藤
に
伴
わ
れ
、
安
全
対
策
の
現

場
へ
向
か
っ
た
。

基
本
は
深
層
防
護

　

13
年
に
施
行
さ
れ
た
新
規
制
基
準
は
、
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
に
地
震
・
津
波
へ
の
対
策
が

強
化
さ
れ
た
ほ
か
、
竜
巻
、
火
災
な
ど
の
幅
広

主な安全対策

新規制基準

重大事故（シビアアクシデント）を防止するための設計基準を強化するとともに、
万が一、重大事故やテロが発生した場合に対処するための基準を新設

従来の規制基準 新規制基準

重大事故（シビアアクシデント）を
防止するための基準

自然現象に対する考慮

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能 耐震・耐津波性能

その他の設備の性能

電源の信頼性

火災に対する考慮

自然現象に対する考慮（火山・竜巻・森林火災を新設）

内部溢水に対する考慮（新設）

炉心損傷防止対策（複数の機器の故障を想定）

格納容器破損防止対策

放射性物質の拡散抑制対策

意図的な航空機衝突への対応

地震・津波に関する設計基準の強化

設計基準の強化または新設

重大事故対策を新設

耐震・耐津波性能強化 
❶トレンチ調査
❷防波堤かさ上げ
❸水密扉

自然現象に対する考慮
❹竜巻飛来物対策設備
❺防火帯

電源の信頼性強化 
❻外部電源（送電線）
❼空冷式非常用発電装置
❽電源車

炉心損傷防止対策
❾海水ポンプモーター予備品
 ●10 大容量ポンプ
 ●11 可搬式代替低圧注水ポンプ
 ●12 中圧ポンプ
 ●13 送水車

格納容器破損防止対策 
 ●14 水素濃度低減装置

重大事故発生時の災害対策本部
 ●15 緊急時対策所
 ●16 免震事務棟

放射性物質の拡散抑制対策
 ●17 がれき撤去用重機
 ●18 放水砲
 ●19 シルトフェンス

意図的な航空機衝突への対応 
 ●20 特定重大事故等対処施設

防波堤
外側 防波堤内側

消波
ブロ
ック

海抜＋8m（かさ上げ後）かさ上げ
海抜＋5m（かさ上げ前）

既設防波堤

防火帯

7
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「
特
に
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
を
冷
や
す
海
水

ポ
ン
プ
は
、
絶
対
に
止
め
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら

他
の
設
備
は
１
ユ
ニ
ッ
ト
あ
た
り
２
台
が
基
本

で
す
が
、
大
飯
３
・
４
号
機
で
は
１
ユ
ニ
ッ
ト

あ
た
り
２
台
＋
予
備
の
計
３
台
で
す
」

　

こ
れ
に
加
え
、
海
水
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な

い
場
合
に
備
え
た
大
容
量
ポ
ン
プ
や
送
水
車
を

新
た
に
設
置
。
ま
た
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
備
え
た
空
冷
式

非
常
用
発
電
装
置
や
電
源
車
を
設
置
。
こ
う
し

た
新
た
な
機
器
や
設
備
を
い
ざ
と
い
う
と
き
に

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し

て
、
体
制
や
手
順
の
充
実
・
強
化
と
と
も
に
、

教
育
や
訓
練
を
繰
り
返
す
。

事
故
拡
大
を
防
ぐ

　

一
方
で
、
こ
れ
だ
け
の
対
策
を
講
じ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
万
一
、
炉
心
損
傷
に
至
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
の
対
策
も
取
る
。
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加

圧
水
型
）
は
福
島
第
一
の
Ｂ
Ｗ
Ｒ
（
沸
騰
水

型
）
と
異
な
り
、
格
納
容
器
自
体
が
大
き
い
た

め
、
水
素
爆
発
に
よ
る
施
設
破
壊
は
考
え
に
く

い
が
、
水
素
再
結
合
装
置
、
水
素
燃
焼
装
置
を

新
設
。
重
大
事
故
発
生
時
に
災
害
対
策
本
部
と

な
る
新
し
い
「
緊
急
時
対
策
所
」
と
、
作
業
員

を
安
全
に
収
容
す
る
「
免
震
事
務
棟
」
は
、
い

ず
れ
も
２
０
１
８
年
度
中
の
竣
工
を
め
ざ
し
建

設
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
面
対
策
と
し
て
、
重
大
事
故
に
備
え

た
訓
練
は
、
所
員
・
協
力
会
社
社
員
の
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

年
間
約
１
０
０
０
回
行
っ
て
い
る
が
、
国
や
自

治
体
と
連
携
し
、
全
社
原
子
力
防
災
訓
練
な
ど

も
実
施
。
さ
ら
に
は
、
住
民
避
難
の
た
め
の
輸

送
力
確
保
等
の
協
力
を
強
化
・
充
実
し
て
い
る
。

「
地
元
に
支
え
ら
れ
る
発
電
所
で
あ
り
、
地
元

の
方
に
信
頼
さ
れ
る
発
電
所
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
大
飯
発
電
所
で
勤
務
す
る
人
の
多
く
は

地
元
の
方
々
。
事
故
を
な
ん
と
し
て
も
起
こ
し

て
は
い
け
な
い
、
そ
れ
は
発
電
所
で
勤
務
す
る

人
が
、
社
会
の
た
め
、
地
元
の
た
め
、
家
族
の

た
め
に
、
安
全
が
何
よ
り
大
切
だ
と
、
率
直
に
、

強
く
心
に
刻
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
万
一

の
事
態
に
、
万
全
で
備
え
る
」

再
稼
動
は 

ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い

　

構
内
を
見
学
中
、
佐
藤
は
現
場
の
あ
ち
こ
ち

で
足
を
止
め
、
作
業
員
た
ち
に
気
さ
く
に
声
を

か
け
る
。
話
し
か
け
ら
れ
た
人
た
ち
も
皆
、
親

し
げ
に
応
じ
て
い
る
。
そ
ん
な
感
想
を
漏
ら
す

と
、「
私
は
所
長
の
次
に
有
名
人
だ
か
ら
」
と

笑
っ
た
。

　
「
大
飯
に
は
関
西
電
力
社
員
約
５
０
０
人
、

協
力
会
社
社
員
が
約
１
５
０
０
人
い
る
。
計

２
０
０
０
人
全
員
が
大
飯
発
電
所
を
支
え
る
一

特 別 企 画 ｜ た ゆ ま ぬ 安 全 性 向 上 へ ── 大 飯 発 電 所 の い ま

事 故 拡 大 防 止 策

▼がれき撤去用重機

▼免震事務棟（地上6F・地下1F建て/約800人収容）。
	 外部からの支援なしで7日間活動可能

◦大飯発電所防災訓練（１回/年）
◦全社総合防災訓練（１回/年）
◦国・県・町等が参加する総合防災訓練（１回/年）

▶海水取水のためのポ
ンプモーター予備品。
１ユニット1台は確保
している

事 故 進 展 防 止 策

◀大容量ポンプ

▲可搬式代替低圧注水ポンプ

▲蒸気発生器による炉心
冷却のための中圧ポンプ

▶送水車

冷却機能多重化･多様化

電源多重化･多様化

▲空冷式非常用発電装置

▶電源車

重 大 事 故 時 訓 練

防 災 訓 練

重大事故に備えた訓練は、所員・協力会社社員のシビアアクシデント対応能力の向上を図るため、
年間約1,000回行っている 

事 故 対 応 能 力 向 上 の た め の 取 り 組 み
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つ
の
チ
ー
ム
だ
。
関
西
電
力
は
も
ち
ろ
ん
、
協

力
会
社
の
人
た
ち
に
も
そ
う
い
う
意
識
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
毎
日
で
き
る
限
り
朝
礼
に
顔

を
出
し
て
い
ま
す
」

　

意
識
改
革
を
求
め
た
の
は
協
力
会
社
だ
け
で

は
な
い
。「
発
電
所
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
幹
部

が
変
わ
る
こ
と
で
発
電
所
全
体
が
変
わ
る
」
と

の
思
い
か
ら
、「
原
子
力
安
全
を
第
一
に
考
え

る
」「
現
場
・
現
物
・
現
実
の
『
３
現
主
義
』

を
貫
く
」「『N

ever say never

』
の
姿
勢
で

率
先
垂
範
」「
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
意

見
を
求
め
る
」「『
最
悪
の
時
に
最
悪
の
こ
と
が

起
こ
る
』
と
考
え
た
リ
ス
ク
管
理
」
と
い
う
５

項
目
の
「
期
待
事
項
」
を
ま
と
め
、
着
任
直
後

に
発
信
し
た
。

　
「
私
は
大
飯
を
世
界
一
安
全
な
発
電
所
に
し

た
い
。
だ
か
ら
『
ル
ー
ル
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば

い
い
』
で
は
な
く
、
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
を
め

ざ
そ
う
、
そ
の
た
め
に
幹
部
自
ら
率
先
垂
範
し

よ
う
と
。
今
で
は
『
期
待
事
項
』
が
発
電
所
の

共
通
言
語
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
佐
藤
に
「
い
よ
い
よ
工
事
も
大
詰

め
で
す
ね
」
と
聞
く
と
、「
私
の
本
当
の
仕
事

は
ま
だ
始
ま
っ
て
も
い
な
い
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

　
「
再
稼
動
は
ゴ
ー
ル
で
な
く
ス
タ
ー
ト
。
そ

こ
か
ら
が
本
当
の
闘
い
で
す
。
ま
ず
は
安
全
安

定
運
転
を
次
の
定
期
検
査
に
入
る
ま
で
の
13
カ

月
間
続
け
る
こ
と
を
最
初
の
目
標
に
、
所
員
全

員
『
原
子
力
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
』
と
し

て
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

緊
急
時
、
原
子
力
支
援
組
織
出
動

　

か
さ
上
げ
さ
れ
た
防
波
堤
、
分
厚
い
水
密
扉
。

さ
ら
な
る
原
子
力
安
全
向
上
の
た
め
に
、
工
事

現
場
さ
な
が
ら
の
発
電
所
を
歩
き
、
佐
藤
の
熱

い
言
葉
に
頼
も
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
、
大
飯
発

電
所
を
あ
と
に
し
て
美
浜
町
に
足
を
延
ば
し

た
。
目
的
は
「
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ

ン
タ
ー
」、
こ
こ
は
電
気
事
業
連
合
会
が
12
年
、

万
一
の
事
故
の
際
、
高
放
射
線
量
下
で
も
対
応

可
能
な
支
援
組
織
と
し
て
設
立
を
決
定
。
日
本

原
子
力
発
電
株
式
会
社
が
依
頼
を
受
け
て
、
翌

13
年
、
福
井
県
敦
賀
市
で
活
動
を
始
め
、
16
年

12
月
に
美
浜
町
に
新
拠
点
を
整
備
し
、
本
格
運

用
を
開
始
し
た
も
の
だ
。

　

施
設
内
を
案
内
し
て
も
ら
う
と
、
パ
ソ
コ
ン

の
モ
ニ
タ
ー
を
注
視
し
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
機
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
駆
使
す
る

男
性
。
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
向
こ
う
側
に
は
、

操
作
ど
お
り
に
階
段
を
昇
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
見
え

た
。
こ
こ
で
は
、
災
害
場
所
の
状
況
確
認
を
行

う
た
め
、
無
線
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
す
る
、

そ
の
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
既
に
各
電

力
会
社
の
要
員
５
４
５
人
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作

の
初
期
訓
練
を
終
え
た
と
い
う
。

特 別 企 画 ｜ た ゆ ま ぬ 安 全 性 向 上 へ ── 大 飯 発 電 所 の い ま

緊 急 事 態 支 援 活 動 の 概 要

▼原子力安全に極めて重要な給水だが、 いくつものホー
スをつぎ足すのは大変なため、長いホース（2,000m）
を積載する「ホース延長・回収車」を設置 

▲佐藤は協力会社社員にも気さくに声をかける
◀「神は細部に宿る──小さな事故を起こさないところは

大きな事故も起こらない。大飯発電所2,000人、一人
ひとりがプロフェッショナルとして小さなことから安全を
守っていく」（佐藤原子力安全統括）

◀約26,000㎡の広大な敷地に無線重機や無線ヘリの
訓練フィールドなどが整備されている

重大事故の発生に備えた対策例

［設備］
●ポンプ車配備、水源確保等、給水機能の強化
●電源車配備、蓄電池増強等、給電機能の強化
●がれき撤去用重機配備等、アクセスルート確保

対応要員、遠隔操作資機材を投入し、
作業員の被ばくを低減
●対応要員：21人
●小型・中型ロボット
●無線ヘリ
●小型・大型無線重機

協力要員、放射線資機材等を投入し、
環境放射線モニタリングや
避難退域時検査を実施
●協力要員：300人
●サーベイメータ
●タイベックスーツ　等

発災事業所

支援組織 事業者間協力

［運用］
●重大事故に速やかに対応できるよう
　宿直体制を整備
●新規対策設備の訓練を繰り返し実施

災害対策支援拠点

美 浜 原 子 力 緊 急 事 態 支 援 セ ン タ ー
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▲屋内外の障害物除去、機材運搬を担う大型無線重機

▼屋内外の情報収集を行う小型ロボットは計6台配備

◀緊急時には遠隔操作に習熟した18人が
	「緊急出動隊」として発災事業所に出動する

　
「
我
々
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
高
線
量
下

の
現
場
に
お
け
る
事
故
収
束
活
動
を
行
う
当
該

事
業
者
の
要
員
の
被
ば
く
を
可
能
な
限
り
低
減

す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
遠
隔
操
作
で
の
高

度
な
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
」
と
、
中
田
博

満
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
屋
外
の
訓
練
場

で
は
が
れ
き
撤
去
用
の
重
機
や
、
高
所
か
ら
情

報
収
集
す
る
無
線
ヘ
リ
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
訓
練

も
行
う
。

　

平
時
は
、
訓
練
を
指
導
す
る
同
セ
ン
タ
ー
所

員
は
、
災
害
発
生
時
に
は
「
緊
急
出
動
隊
」
の

一
員
と
し
て
現
場
に
出
動
。
発
電
所
所
員
と
と

も
に
対
応
に
あ
た
る
。「
現
場
を
よ
く
知
る
発

電
所
の
方
々
と
、
資
機
材
操
作
能
力
が
高
い

我
々
が
協
働
す
る
こ
と
で
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
。

そ
の
使
命
感
を
胸
に
、
日
々
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」

●

　

取
材
か
ら
数
日
後
の
５
月
24
日
、
原
子
力
規

制
委
員
会
は
大
飯
３
・
４
号
機
が
新
規
制
基
準

を
満
た
す
と
の
審
査
書
を
正
式
決
定
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
、「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が

見
え
て
き
た
と
こ
ろ
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
佐

藤
の
引
き
締
ま
っ
た
表
情
と
、
取
材
の
日
と
変

わ
ら
ず
、
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
平
常
心
で
作
業

を
進
め
る
大
飯
発
電
所
の
様
子
が
脳
裏
に
浮
か

ん
だ
。

特 別 企 画 ｜ た ゆ ま ぬ 安 全 性 向 上 へ ── 大 飯 発 電 所 の い ま
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取材／高木美栄子　編集／田窪由美子

題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
表紙をめくって、「おっ！」と、手を止めていただけましたか? 今号より
新コーナー［Person 人・明日をつくる］を設けました。初回は小説家
の綿矢りささんです。毎号、関西ゆかりの気鋭の人に登場いただき
ますので、お楽しみに。
さて定番ページ、今号は「原子力」について改めて考えました。石
川和男さん、村上朋子さん、秋元圭吾さんにお集まりいただいた

［鼎談］では、日本の原子力発電所42基のうち未だ5基しか再稼
動していない現実のなかで、課題と方策を考えました。続く［オピニ
オン］では、「安全性」「世界」「社会」という観点から3人の識者・
専門家に提言をいただきました。
そして後半、関西電力のページは［特別企画］として、再稼動に向
けて安全対策を重ねる大飯発電所の取り組みを紹介。先に運転を
再開した高浜3・4号機と合わせて、電気をリーズナブルに安定的に
お届けすることで、関西を元気にしたいと願っています。
関西を元気に、といえば、今年の奈良はひときわおもしろそうです。

［旬発 NIPPON］では、この秋、全国で初めて一体開催される
「国文祭・障文祭なら2017」を取り上げました。
新しい季節、今一度、気を引き締めて、新しい『躍』をお届けし
ます。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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今号の取材は2017年5月24日までに実施したものです。


